
物理学学位プログラム(博士前期課程)
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0AJC001 物理学セミナー 1 1.0 1 秋AB 水6
物理学学位プログ
ラム専任教員

物理学のさまざまな専門分野における最先端の研
究成果や興味ある話題について、各分野の教員が
オムニバス形式で紹介し、分りやすく解説する。
受講者は、自分の専門分野以外の分野の研究につ
いて、そこでの優れた研究成果と優れた発表に触
れることにより、基本的知識を獲得し、物理学一
般についての幅広い視野を養う。これにより、自
分の研究分野および研究テーマのおかれた位置を
客観的に俯瞰し、その意義を見直す。専門分野に
は、素粒子物理学、原子核物理学、宇宙物理学、
物性物理学・生命物理学、プラズマ物理学を含
む。

必修
対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
01BC001と同一

0AJC011 共同研究I 3 1.0 1・2 通年 集中
物理学学位プログ
ラム専任教員

国内外の大学・研究機関に滞在し、他大学・他機
関の研究者と協力して、物理学の各専門分野にお
ける共同研究を行う。例えば、大学内では利用す
ることのできない大規模な研究装置を用いた実
験・観測・計算などを共同で遂行する。国内・国
外の一流の研究者と議論を交わし、協力して研究
に従事することによって、研究を完遂するのに必
要となる実践的技能を獲得し、また、グローバル
な競争力と協調性を修得する。本科目では、先行
研究の調査と実際の研究の立案を行い、研究に着
手する。

対面(オンライン併用
型)

0AJC012 共同研究II 3 1.0 1・2 通年 集中
物理学学位プログ
ラム専任教員

国内外の大学・研究機関に滞在し、他大学・他機
関の研究者と協力して、物理学の各専門分野にお
ける共同研究を行う。例えば、大学内では利用す
ることのできない大規模な研究装置を用いた実
験・観測・計算などを共同で遂行する。国内・国
外の一流の研究者と議論を交わし、協力して研究
に従事することによって、研究を完遂するのに必
要となる実践的技能を獲得し、また、グローバル
な競争力と協調性を修得する。本科目では、共同
研究Iに引き続き、研究を遂行し、完結させる。

対面(オンライン併用
型)

0AJC021 場の理論I 1 1.0 1・2 春AB 火3 伊敷 吾郎

現代物理学において最も重要な理論の一つである
「場の量子論」の基礎を学ぶ。
 本講義ではまず、特殊相対性理論と量子力学の
統一理論として場の理論を導入する。その後、場
の理論における幾つかの基礎的な公式や計算テク
ニックを紹介し、場の理論の定式化から出発して
どのように物理量が計算できるのかを概観する。
 この講義で扱うトピックは、特殊相対論の復
習・特殊相対論的粒子の理論・自由スカラー場の
理論・自由場の正準量子化・相互作用のある場の
理論・S行列・散乱断面積・LSZ公式等である。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJC022 場の理論II 1 1.0 1・2 秋AB 火3 伊敷 吾郎

場の理論の経路積分を用いた定式化と繰り込み理
論、さらには標準模型を含んだゲージ場の理論の
定式化等について学ぶ。
 本講義の前半では経路積分を扱う。ここではま
ず、最も単純なスカラー場の理論を用いて経路積
分法を導入する。そしてその例を用いて、場の理
論における摂動論と、さらには摂動論において非
常に重要となるファインマンダイアグラムの考え
方を紹介する。
 講義の後半では、場の理論の発散を取り除く手
法である繰り込み理論について学び、その後、ス
カラー場以外の場の理論をいくつか紹介する。特
に電子やクォークなどのフェルミオンや光子のよ
うなのゲージ粒子がある場合に、どのように理論
が定式化されるのかを紹介する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
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0AJC026 統計力学 1 1.0 1・2 秋AB 月2 谷口 伸彦

幅広く物理学の基礎を学び、各自の専門分野にお
ける高度な知識(量子統計物理の枠組みと量子多
体系を取り扱う概念・技巧)を習得する。
 本講義は、量子効果や多体相関を持つ系の微視
的模型からどのように「正しい現象論」(有効場
理論)を導くことが可能であるのか、その考え方
と技巧の基礎を学ぶことが目的である。講義題材
は主に非相対論的な電子系・ボーズ系・スピン系
といった物性論の分野から取り上げるが、その重
要性はこれらの分野に留まるものではない。本講
義では、相互作用を行う量子多体系の性質を調べ
るため、標準的に用いられている「量子統計物理
における場の理論の方法」を基礎から学ぶ。前半
で考え方と技巧の基礎を学び、後半では、いくつ
かの具体的なトピックにそれらを適用することで
理解を深める。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJC031 計算物理学 1 2.0 1・2 秋AB 月・木3
大野 浩史,庄司
光男,矢島 秀伸

計算素粒子物理学、計算宇宙物理学、計算生命物
理学の基礎を修得する。計算素粒子物理学では、
モンテカルロシミュレーションの基礎から始めて
QCDシミュレーションによるハドロン質量スペク
トラムの計算の概要を解説する。計算宇宙物理学
では、天体形成にとって重要な流体力学の数値シ
ミュレーションについて、流体力学の基礎から解
説する。計算生命物理学では、分子動力学法と密
度汎関数理論に基づく電子状態計算の概要を解説
する。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJC036 物理学実習I 3 1.0 1・2 通年 集中
物理学学位プログ
ラム専任教員

物理学における基礎的な事項について、講義・演
習・実験・実習等を通して、知識と実践的技能を
身につける。具体的な例として、総合研究大学院
大学(高エネルギー加速器科学研究科)の提供する
公開科目「計測と制御」を通した、実験・観測シ
ステムに用いられるエレクトロニクス技術の基礎
の習得があげられる。

オンライン(同時双方
向型)

0AJC037 物理学実習II 3 1.0 1・2 通年 集中
物理学学位プログ
ラム専任教員

物理学における基礎的な事項について、講義・演
習・実験・実習等を通して、知識と実践的技能を
身につける。具体的な例として、総合研究大学院
大学(高エネルギー加速器科学研究科)の提供する
公開科目「計測と制御」を通した、実験・観測シ
ステムに用いられるエレクトロニクス技術の実践
的な技能の習得があげられる。

オンライン(同時双方
向型)

0AJC038 物理学実習III 3 1.0 1・2 通年 集中
物理学学位プログ
ラム専任教員

物理学における基礎的・発展的な事項について、
講義・演習・実験・実習等を通して、知識と実践
的技能を身につける。具体的な例として、総合研
究大学院大学(素粒子原子核コース)の提供する他
大学開放科目「センサー信号処理演習」を通し
た、実験・観測システムに用いられるASIC開発技
術の習得があげられる。

0AJC039 物質科学概論 1 1.0 1・2 秋AB 水1 岡田 晋

物質科学は周期律表に記載されているあらゆる種
類の原子の組み合わせで、多様な物性を発現させ
ることを目的としており、現代社会の様々な基盤
をなしている。物質の性質を自在に操るために
は、物質科学の基礎的な概念、および様々な解析
手法を習得する必要がある。本講義では物質を舞
台とする諸現象を、量子力学の第一原理に立脚し
た計算手法で解き明かすための基礎となる概念お
よび計算手法を論ずる。凝縮系物理学におけるエ
ネルギー帯計算の手法、多体問題解決の手法など
を解説する。

西暦偶数年度開講。
0AJR070と同一。
要望があれば英語で授
業
対面授業、状況によっ
てはオンライン(双方
向型)

0AJC041 素粒子物理学 1 1.0 1・2 春BC 月2 武内 勇司

素粒子の種類と素粒子間の相互作用は素粒子物理
学の標準模型でよく記述される。この科目では、
素粒子物理学の基礎と標準模型の成り立ちを概説
する。まず、物理学における対称性と保存則の関
係の説明を経て、スピンとアイソスピンについて
学び、ボーズ粒子・フェルミ粒子を記述する場の
方程式を導入する。次に、ゲージ対称性から素粒
子間の基本相互作用が自然に要請され、更に自発
的対称性の破れによって、ヒッグス場,ゲージ場,
フェルミ場が質量を獲得する機構を学び、電弱統
一理論を理解する。また、粒子の散乱断面積や崩
壊率を具体的に計算する手法に触れる。

対面で実施(オンデマ
ンド教材を予習・復習
用に提供)
要望があれば英語で授
業
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0AJC043 宇宙物理学 1 2.0 1・2 春AB
水1
金3

久野 成夫,大須賀
健

静水圧平衡やビリアル定理、降着・噴出現象と
いった宇宙流体力学の基礎を学ぶことで、星の構
造や星風、降着円盤を理解する。また、天体の形
成や進化の概要を理解するため、重力不安定や衝
撃波を学ぶ。次に、輻射輸送など電磁波放射と観
測の基礎、星間物質(星間ガス、星間ダスト)、宇
宙における電波放射機構(自由-自由放射、シンク
ロトロン放射、ダスト熱放射、線スペクトル放
射)などについて、その基礎となるところを学
ぶ。電波観測装置について基礎的な項目を解説す
る。

対面で行う。

0AJC045 原子核物理学I 1 1.0 1・2 春AB 月3 小沢 顕

原子核物理学の基礎についてわかりやすく解説す
る。この授業で取り上げる項目は、物質の階層構
造、原子核の構成要素、原子核の安定性、質量、
大きさ、モーメント、原子核の崩壊(アルファ崩
壊、ベータ崩壊、ガンマ崩壊、核分裂)、寿命、
放射線(アルファ線、ベータ線、ガンマ線)、弱い
相互作用、核力の性質、原子核の模型、原子核反
応、熱核反応などである。各テーマでは、まず実
験及び、理論面の基本的事項の説明を行い、それ
らがどう理解されているのかを解説する。さら
に、各テーマの応用研究及び最近の研究の進展に
ついても解説する。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJC046 原子核物理学II 1 1.0 1・2 秋AB 木2
江角 晋一,清水
則孝

核子多体系としての原子核の性質と、それを取り
扱う理論について学ぶ。最近の核構造研究の話
題、殻構造、核力などについても取り扱う。ま
た、高エネルギー重イオン衝突反応、クォーク・
グルーオン・プラズマ(QGP)相の性質について学
ぶ。これまでのハドロン衝突や重イオン衝突実験
における、ハード、ソフトな指針を用いて得られ
た温度、集団運動、エネルギー損失、ハドロン生
成などに関する研究結果や計算結果等との比較を
おこない、QCD相図やQGP相転移について学ぶ。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJC051 物性物理学 1 2.0 1・2 春AB
火2
木1

岡田 晋,久保 敦

固体物性について概観する。火曜は、結晶構造,
バンド構造,磁性,誘電的性質等について基本的な
事項を議論する。木曜は、固体中の電子に関する
電子間相互作用に起因する種々の物性現象につい
て、基礎的な部分から議論する。

Identical to
0AJRJ01.
0AJRJ01と同一。
対面

0AJC056 プラズマ物理学 1 1.0 1・2 春AB 火4
坂本 瑞樹,沼倉
友晴

幅広くプラズマ物理学の基礎を学び、身近なプラ
ズマから宇宙プラズマ、核融合プラズマまで、
様々なプラズマ現象を理解するための高度な知識
を修得する。プラズマの基礎量、磁場中の荷電粒
子の運動、プラズマ中の基礎過程、プラズマを記
述する方程式、プラズマ内の輸送現象と力学的平
衡、不安定性やMHD理論、ランダウ共鳴等につい
て講義する。また、プラズマをイオンと電子が自
由に飛び回っているような粒子的描像と、様々な
情報が波の形で伝わる連続媒質的な描像の両面か
らプラズマ現象を理解する。

対面授業。ただし状況
によってはオンライン
に変更の可能性あり。

0AJC061 宇宙史セミナーI 2 1.0 1 通年 応談
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史教育の一環として、異なるグループが共同
して、分野横断で修士論文中間報告を中心とした
宇宙史教育を行う。各自が行っている研究につい
ての発表と質疑応答を行い、自分の研究分野およ
び他の分野についての知見を深め、修士論文研究
をさらに進展させるための一助とする。また、宇
宙の歴史の観点から、研究の位置づけについて、
再度考える機会を提供する。さらには、自分の専
門分野とは異なる分野の人々に対し、明快に説明
する能力を養う。博士前期課程1年次での履修を
想定している。

対面(オンライン併用
型)

0AJC062 宇宙史セミナーII 2 1.0 2 通年 応談
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史教育の一環として、異なるグループが共同
して、分野横断で修士論文中間報告を中心とした
宇宙史教育を行う。各自が行っている研究につい
ての発表と質疑応答を行い、自分の研究分野およ
び他の分野についての知見を深め、修士論文研究
をさらに進展させるための一助とする。また、宇
宙の歴史の観点から、研究の位置づけについて、
再度考える機会を提供する。さらには、自分の専
門分野とは異なる分野の人々に対し、明快に説明
する能力を養う。博士前期課程2年次での履修を
想定している。

対面(オンライン併用
型)
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0AJG061 Solid State Physics I 1 1.0 1・2 秋AB 月4 小島 誠治

固体物理学Iでは格子振動の理論について講述す
る。具体的には、古典力学に基づき、まず分子振
動について学び、次に格子振動の理解へと発展さ
せる。分子振動、格子振動に共通して重要となる
点は、力定数行列の固有値・固有ベクトルを解析
し、基準振動としての物理的意味を理解すること
である。分子振動の例として、等核2原子分子、
異核2原子分子、二酸化炭素分子について取り上
げる。また、格子振動の例として、単位胞が1原
子からなる1次元格子、単位胞が2原子からなる1
次元格子、単位胞が1原子からなる2次元六方格
子、単位胞が2原子からなる蜂巣格子について扱
う。授業は英語で行う。

対面
英語で授業。

0AJG062
Solid State Physics
II

1 1.0 1・2 秋C 月・金4 小島 誠治

固体物理学IIでは固体の電子状態の理論について
講述する。具体的には、量子力学に基づき、まず
分子の電子状態について学び、次に固体の電子状
態の理解へと発展させる。分子の電子状態、固体
の電子状態に共通して重要となる点は、ハミルト
ニアンの固有値・固有ベクトルを解析し、分子軌
道あるいはブロッホ関数としての物理的意味を理
解することである。分子の電子状態の例として、
水素分子、エチレン分子、ブタジエン分子、ベン
ゼン分子について取り上げる。また、固体の電子
状態の例として、ポリアセチレン、ポリイミノボ
ラン、ポリアセン、グラフェン、六方晶窒化ホウ
素について扱う。授業は英語で行う。

対面
英語で授業。

0AJG063
Solid State Physics
III

1 1.0 1・2 春BC 月4 小島 誠治

固体物理学IIIでは多電子系の量子力学とその固
体物理学への応用について講述する。具体的に
は、まず第二量子化について学び、次にそれを磁
性、超伝導、密度汎関数法へと応用する。磁性に
ついては、ハバード模型に基づいた強磁性状態の
理論を取り上げる。超伝導については、電子間に
引力相互作用のある模型に基づき、ボゴリューボ
フ理論による解析を行う。密度汎関数法について
は、ホーヘンベルク・コーンの第一定理、第二定
理を証明したうえでこれらに基礎を置くコーン・
シャムの方法を説明し、交換相関エネルギー汎関
数に対して広く用いられている局所密度近似、一
般化密度勾配近似の概要を述べる。授業は英語で
行う。

英語で授業。
対面

0AJME01 ナノ材料工学特論II 1 1.0 1・2 秋AB 月1

ナノ材料工学特論
II担当教員(物
性・分子工学サブ
プログラム)

本講義では、金属材料、電極材料、半導体材料、
二次元材料、蓄電池、表面化学、第一原理計算、
データ駆動型科学等の最先端研究をいくつか取り
上げ、研究分野の俯瞰、個々の研究内容、成果の
世界的位置づけ等を紹介する。各種材料研究をナ
ノテクノロジーの視点から見直すことにより、新
たな研究手法・概念を理解できる能力を身につ
け、先端的な研究課題の適切な設定、課題解決の
ための知識の収得を目標とする。

英語で授業。
対面
対面授業を予定してい
るが、状況によりオン
ライン化も考慮する。

専門科目(物理学学位プログラム共通)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCA01
物理学インターンシッ
プI

3 1.0 1・2 通年 随時
物理学学位プログ
ラム専任教員

企業や研究機関・教育機関における研究員など自
らの将来のキャリア・パス形成に資するため、国
内外の研究機関や企業などで1週間以上の研修や
業務を体験する。実施形態や研修内容について担
当教員の事前の確認・指導と事後の報告・認定を
必要とする。博士前期課程1年次での履修を想定
している。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCA02
物理学インターンシッ
プII

3 1.0 1・2 通年 随時
物理学学位プログ
ラム専任教員

企業や研究機関・教育機関における研究員など自
らの将来のキャリア・パス形成に資するため、国
内外の研究機関や企業などで1週間以上の研修や
業務を体験する。実施形態や研修内容について担
当教員の事前の確認・指導と事後の報告・認定を
必要とする。博士前期課程2年次での履修を想定
している。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJJA33
ナノテクノロジー特別
講義I

1 1.0 1・2 春C 集中 岡田 晋

デバイスの微細化にともない、電子顕微鏡による
微細領域の構造観察および解析が重要になってい
る。本講義では、電子顕微鏡および関連するテー
マについて基礎から最先端の研究内容まで幅広く
解説する。本講義は海外の大学より招聘した教員
により英語で行われる。

02BQ207と同一。
英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)
オンライン(同時双方
向型)



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJJA34
ナノテクノロジー特別
講義II

1 1.0 1・2 春C 集中
櫻井 岳暁,末益
崇

磁場により物質の透過光や反射光の偏光状態が変
化することが知られている。例えば、透過光の偏
光状態が変化し、偏光面が回転する現象はファラ
デー効果、反射光の偏光状態が変化する現象は磁
気光学カー効果と呼ばれ、磁性体の物性評価に古
くから用いられている。 講義では、磁気と光の
テーマについて基礎から最先端の研究内容まで幅
広く解説する。本講義は海外の大学より招聘した
教員により行われる。

02BQ210と同一。
英語で授業。
オンライン(同時双方
向型)

0AJJA35
ナノテクノロジー特別
講義III

1 1.0 1・2 春C 集中 黒田 眞司

ナノテクノロジーのテーマについて、基礎的事項
から最先端の研究内容まで幅広く解説する。本講
義は海外の大学より招致した教員により行われ
る。

02BQ208と同一。
英語で授業。
対面

0AJJA36
ナノテクノロジー特別
講義IV

1 1.0 1・2 春C 集中 西堀 英治

物質の構造を原子、電子スケールでX線を用いる
方法を基礎から理解し、その基礎科学分野での応
用例を学ぶ。 本講義は外国人教員により行われ
る。

02BQ209と同一。
英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0AJJA37 ナノグリーン特別講義I 1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

大谷 実,久保 敦,
丹羽 秀治

脱温暖化社会、循環型社会、自然共生社会、なら
び安全が確保される社会の達成を目指す等のグ
リーンイノベーションにおける特定のトピックス
について、基礎的内容から専門的・最先端研究の
詳細までを幅広く解説する。

対面

0AJJA32
ナノエレクトロニク
ス・ナノテクノロジー
サマースクール

1 1.0 1・2 春C 金3,4
蓮沼 隆,大野 裕
三

デバイスの高集積化にともない、デバイス構造の
微細化が進んでいる。デバイスのサイズが、電子
のド・ブロイ波長程度まで微細化されると、量子
力学に基づくさまざまな現象が発現する。そのよ
うなナノデバイスおよび材料における最新トピッ
クスについて外部講師を招いて講義する。

02BQ204と同一。
対面(オンライン併用
型)

0AJJA30
パワーエレクトロニク
ス概論III

1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

岩室 憲幸,西川
和康,赤木 泰文,
木本 恒暢,蔵口
雅彦,玉手 道雄,
石川 勝美,菅沼
克昭,田村 裕治,
舟木 剛

パワーエレクトロニクスの基礎を十分に理解する
目的で体系的に技術の概要をまとめて講義する。
その後、シリコンカーバイド(SiC)のような新半
導体パワーデバイスやスマートグリッドなどのパ
ワーエレクトロニクス技術の最近の進展を含め、
より深い専門的知識を紹介する。さらに、パワー
エレクトロニクスの最先端技術を英語で講義する
とともに、将来への想いを討論する。

講義の実施形態につい
ては今後決定する。

専門科目(素粒子物理分野)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCB01 素粒子論I 1 1.0 1・2

本講義では、弦理論の基礎的な事柄から始めて、
非摂動的な定式化について解説する。始めに、点
粒子・弦の第一量子化について学び、弦理論が無
矛盾に構成されるためには時空の次元に制限がか
かることなどを見ていく。次に、摂動論を超えた
定式化として提唱されている、弦の場の理論や行
列模型などの非摂動的定式化について概説する。
最後は、その内の行列模型に焦点を当てる。M理
論との関係や、行列模型で予想されている行列の
自由度からの時空間の創発について解説する。

西暦奇数年度開講。
対面

0AJCB02 素粒子論II 1 1.0 1・2 秋AB 火2 大野 浩史

格子上の場の理論について、その理論的基礎を解
説したのち、応用例として、有限温度・密度格子
QCDの手法と研究例を紹介する。具体的には、ま
ず、格子QCD研究の目的、格子場の理論と格子
ゲージ理論の基礎、Wilson型とstaggered型格子
フェルミオン、格子カイラルフェルミオン、強結
合展開、およびホッピングパラメータ展開等につ
いて、基礎的な知識の習得と理論的枠組みを理解
する。また後半では、有限温度・密度格子QCD研
究の概要、相転移と臨界現象、状態方程式、有限
密度格子QCDの定式化と符号問題、および符号問
題を回避する方法について解説する。

西暦偶数年度開講。
対面



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCB06 素粒子論セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学理論の最新のトピックスを、セミ
ナー・討論形式で学ぶ。トピックスとして、格子
ゲージ理論を用いたハドロンの諸性質・有限密度
相転移現象・標準理論を超える理論の探索、ま
た、弦の場の理論・行列模型・ゲージ/重力対
応・ブラックホール時空など曲がった時空中の弦
理論、などが挙げられる。さらに、関連するテー
マとして、超対称性理論等に基づく素粒子現象
論、量子力学における基礎的問題、数学や統計基
礎論などの周辺学問分野における最新の話題など
から選ぶことも可能である。素粒子論セミナーI
では、これらのトピックスについて自分が興味を
持つテーマを選択する。その際、教員や他の履修
者との質疑応答・討論を通じて基礎的な知識を習
得し、適切なテーマの選択することが要求され
る。

対面(オンライン併用
型)

0AJCB07 素粒子論セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学理論の最新のトピックスを、セミ
ナー・討論形式で学ぶ。トピックスとして、格子
ゲージ理論を用いたハドロンの諸性質・有限密度
相転移現象・標準理論を超える理論の探索、ま
た、弦の場の理論・行列模型・ゲージ/重力対
応・ブラックホール時空など曲がった時空中の弦
理論、などが挙げられる。さらに、関連するテー
マとして、超対称性理論等に基づく素粒子現象
論、量子力学における基礎的問題、数学や統計基
礎論などの周辺学問分野における最新の話題など
から選ぶことも可能である。素粒子論セミナーII
では、自分が興味を持って選択したテーマについ
て調査・検討を行う。その際、教員から参考文献
等の助言を得ながら知識と理解を深めることが要
求される。

対面(オンライン併用
型)

0AJCB08 素粒子論セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学理論の最新のトピックスを、セミ
ナー・討論形式で学ぶ。トピックスとして、格子
ゲージ理論を用いたハドロンの諸性質・有限密度
相転移現象・標準理論を超える理論の探索、ま
た、弦の場の理論・行列模型・ゲージ/重力対
応・ブラックホール時空など曲がった時空中の弦
理論、などが挙げられる。さらに、関連するテー
マとして、超対称性理論等に基づく素粒子現象
論、量子力学における基礎的問題、数学や統計基
礎論などの周辺学問分野における最新の話題など
から選ぶことも可能である。素粒子論セミナー
IIIでは、自分が選択したテーマについて調査・
検討を行った内容を発表し、教員および他の履修
者との質疑応答・討論を通じて理解を深める。特
に、調査した内容の本質を理解し論理的に発表す
ることが要求される。

対面(オンライン併用
型)

0AJCB09 素粒子論セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学理論の最新のトピックスを、セミ
ナー・討論形式で学ぶ。トピックスとして、格子
ゲージ理論を用いたハドロンの諸性質・有限密度
相転移現象・標準理論を超える理論の探索、ま
た、弦の場の理論・行列模型・ゲージ/重力対
応・ブラックホール時空など曲がった時空中の弦
理論、などが挙げられる。さらに、関連するテー
マとして、超対称性理論等に基づく素粒子現象
論、量子力学における基礎的問題、数学や統計基
礎論などの周辺学問分野における最新の話題など
から選ぶことも可能である。素粒子論セミナーIV
では、発表の結果を踏まえて更なる調査・検討を
行い、具体的な研究へと発展させていく。その
際、教員および他の履修者との積極的な討論が要
求される。

対面(オンライン併用
型)



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCB11
高エネルギー物理学セ
ミナーI

2 1.0 1 春ABC 金4
素粒子実験担当教
員(前期)

最先端素粒子物理の実験的研究について、セミ
ナー・討論形式で学ぶ。ハドロン衝突型加速器ま
たは電子陽電子衝突型加速器を用いた素粒子実験
または理論の研究の最新の話題について、履修者
が発表し、他の履修者との質疑応答・討論を通じ
て理解を深める。トピックスとして、ヒッグス粒
子の物理、トップ・クォークの物理、ボトム・
クォークの物理、量子色力学(QCD)、電弱相互作
用、超対称粒子など素粒子標準理論を超える物
理、などが挙げられる。さらに、関連するテーマ
として、静止標的実験、宇宙線新現象、宇宙素粒
子物理学、宇宙物理学などから選ぶことも可能で
ある。適切なテーマの選択、調査した内容の本質
を理解し論理的に発表すること、また、討論に積
極的に参加すること、が要求される。本科目で
は、先行研究の調査や文献による学習、他人の発
表の聴講と討論への参加、発表の準備を通じて、
基礎的な力を養う。博士前期課程1年次での履修
を想定している。

要望があれば英語で授
業
対面
対面、ただしオンライ
ン併用とする場合もあ
る。

0AJCB12
高エネルギー物理学セ
ミナーII

1 1.0 1 秋ABC 金4
素粒子実験担当教
員(前期)

高エネルギー物理学セミナーIに引き続き、最先
端素粒子物理の実験的研究について、セミナー・
討論形式で学ぶ。素粒子実験または理論の研究の
最新の話題について、履修者が発表し、他の履修
者との質疑応答・討論を通じて理解を深める。適
切なテーマの選択、調査した内容の本質を理解し
論理的に発表すること、また、討論に積極的に参
加することにより、学問の内容をより深く理解
し、また,それを他人に伝える能力を獲得する。
博士前期課程1年次での履修を想定している。

要望があれば英語で授
業
対面
対面、ただしオンライ
ン併用とする場合もあ
る。

0AJCB13
高エネルギー物理学セ
ミナーIII

2 1.0 2 春ABC 金4
素粒子実験担当教
員(前期)

最先端素粒子物理の実験的研究について、セミ
ナー・討論形式で学ぶ。ハドロン衝突型加速器ま
たは電子陽電子衝突型加速器を用いた素粒子実験
または理論の研究の最新の話題について、履修者
が発表し、他の履修者との質疑応答・討論を通じ
て理解を深める。トピックスとして、ヒッグス粒
子の物理、トップ・クォークの物理、ボトム・
クォークの物理、量子色力学(QCD)、電弱相互作
用、超対称粒子など素粒子標準理論を超える物
理、などが挙げられる。さらに、関連するテーマ
として、静止標的実験、宇宙線新現象、宇宙素粒
子物理学、宇宙物理学などから選ぶことも可能で
ある。適切なテーマの選択、調査した内容の本質
を理解し論理的に発表すること、また、討論に積
極的に参加すること、が要求される。先行研究の
調査によるテーマおよび関連する内容の深い理
解、および自身の研究課題との関係性の把握を通
じ、総合的な研究力を高める。博士前期課程2年
次での履修を想定している。

要望があれば英語で授
業
対面
対面、ただしオンライ
ン併用とする場合もあ
る。

0AJCB14
高エネルギー物理学セ
ミナーIV

2 1.0 2 秋ABC 金4
素粒子実験担当教
員(前期)

高エネルギー物理学セミナーIIIに引き続き,最先
端素粒子物理の実験的研究について、セミナー・
討論形式で学ぶ。素粒子実験または理論の研究の
最新の話題について、履修者が発表し、他の履修
者との質疑応答・討論を通じて理解を深める。適
切なテーマの選択、調査した内容の本質を理解し
論理的に発表すること、また、討論に積極的に参
加すること、が要求される。
自身の研究課題との関連性を理解し、得られた知
見を修士論文に反映させる。博士前期課程2年次
での履修を想定している。

要望があれば英語で授
業
対面
対面、ただしオンライ
ン併用とする場合もあ
る。

0AJCB21 素粒子論特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学(理論分野)の標準的な教科書を輪講
形式で講読し、素粒子物理を研究するための場の
量子論の基礎を学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCB22 素粒子論特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学(理論分野)の発展に寄与した重要論
文を輪講形式で講読し、素粒子物理を研究するた
めの基礎理論を幅広く学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCB23 素粒子論特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学(理論分野)の研究を行うために、素
粒子論特別研究Iに続き、格子ゲージ理論、共形
場理論、超弦理論等、専門を希望する分野の基礎
的論文を輪講形式で講読する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
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標準履
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0AJCB24 素粒子論特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学(理論分野)の研究を行うために、素
粒子論特別研究IIAに続き、格子ゲージ理論、共
形場理論、超弦理論等、専門を希望する分野の最
新の論文を輪講形式で講読する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCB31 素粒子実験特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時
素粒子実験担当教
員(物理学学位プ
ログラム前期)

素粒子実験研究を進める上で必要となる測定器技
術、データ処理、物理解析の基礎を習得し、修士
論文研究のための基盤となる能力を獲得する。ま
た、先行研究の動向を調査し、自身の研究テーマ
を決定する。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJCB32 素粒子実験特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時
素粒子実験担当教
員(前期)

素粒子実験研究を進める上で必要となる測定器技
術、データ処理、物理解析の基礎を習得し、修士
論文のための研究を始める。
現在進行中あるいは将来に計画されている素粒子
実験のための測定器の開発に従事し、テスト・ベ
ンチによる実験あるいはテスト・ビームを用いた
実験を遂行し、検出器の基本性能の評価や本実験
に向けた設計に従事する。得られたデータの解析
を行い、データ処理の手法を学ぶ。関連して、物
理解析の基礎に従事する場合もある。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJCB33 素粒子実験特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時
素粒子実験担当教
員(前期)

素粒子実験特別研究IAおよびIBに引き続き、修士
論文としてまとめるために同研究を進める。
 現在進行中あるいは将来に計画されている素粒
子実験のための測定器の開発に従事し、テスト・
ベンチによる実験あるいはテスト・ビームを用い
た実験を遂行し、検出器の基本性能の評価や本実
験に向けた設計に従事する。得られたデータの解
析を行い、データ処理の手法を学ぶ。関連して、
物理解析の基礎に従事する場合もある。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJCB34 素粒子実験特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時
素粒子実験担当教
員(前期)

素粒子実験特別研究IA、IB、IIAに引き続き、同
研究を発展させて修士論文としてまとめる。
 現在進行中あるいは将来に計画されている素粒
子実験のための測定器の開発に従事し、テスト・
ベンチによる実験あるいはテスト・ビームを用い
た実験を遂行し、検出器の基本性能の評価や本実
験に向けた設計に従事する。得られたデータの解
析を行い、データ処理の手法を学ぶ。関連して、
物理解析の基礎に従事する場合もある。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJCB40 素粒子論特講I 1 1.0 1・2 秋B 集中
素粒子分野に関するトピックスについて、外部講
師を招いて講義する。

オンライン(同時双方
向型)

0AJCB41 素粒子論特講II 1 1.0 1・2 秋B 集中
素粒子分野に関するトピックスについて、外部講
師を招いて講義する。

対面

0AJCB42 素粒子実験特講I 1 1.0 1・2 秋AB 集中 武内 勇司

素粒子分野に関するトピックスについて、外部講
師を招いて実験的側面から講義する。

詳細後日周知

0AJCB43 素粒子実験特講II 1 1.0 1・2
春季休業

中
集中

素粒子分野に関するトピックスについて、外部講
師を招いて実験的側面から講義する。

対面

専門科目(宇宙物理分野)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCC01 宇宙物理セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙論(ダークマター、ダークエネルギー、宇宙
背景放射、密度ゆらぎ、宇宙再電離)、第一世代
天体(宇宙暗黒時代、初代星、初代超新星)、銀河
形成・進化(初代銀河、力学・化学進化、銀河相
互作用、サブストクチャ問題)、銀河(星種族、分
子雲、超新星残骸、星間磁場)、銀河団(加熱メカ
ニズム、銀河団衝突、重元素分布)、銀河中心核
(降着円盤、磁気回転不安定、ジェット、遮蔽
トーラス、スターバースト)、ブラックホール(階
層、質量降着、アウトフロー・ジェット、初代ブ
ラックホール、超巨大ブラックホール、ブラック
ホール-バルジ関係、ダウンサイジング)、高エネ
ルギー現象(超新星、ガンマー線バースト、宇宙
線粒子加速)、星形成(小質量星、大質量星、連
星、星間物質)、惑星系形成(原始太陽系、原始惑
星系円盤、乱流、ダスト、系外惑星系)、宇宙生
命(星間有機分子、バイオマーカー)等に関する基
礎物理をセミナー形式で学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
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0AJCC02 宇宙物理セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙論(ダークマター、ダークエネルギー、宇宙
背景放射、密度ゆらぎ、宇宙再電離)、第一世代
天体(宇宙暗黒時代、初代星、初代超新星)、銀河
形成・進化(初代銀河、力学・化学進化、銀河相
互作用、サブストクチャ問題)、銀河(星種族、分
子雲、超新星残骸、星間磁場)、銀河団(加熱メカ
ニズム、銀河団衝突、重元素分布)、銀河中心核
(降着円盤、磁気回転不安定、ジェット、遮蔽
トーラス、スターバースト)、ブラックホール(階
層、質量降着、アウトフロー・ジェット、初代ブ
ラックホール、超巨大ブラックホール、ブラック
ホール-バルジ関係、ダウンサイジング)、高エネ
ルギー現象(超新星、ガンマー線バースト、宇宙
線粒子加速)、星形成(小質量星、大質量星、連
星、星間物質)、惑星系形成(原始太陽系、原始惑
星系円盤、乱流、ダスト、系外惑星系)、宇宙生
命(星間有機分子、バイオマーカー)等について、
先行研究を通じてこれまでの理解を学ぶ。

対面(オンライン併用
型)

0AJCC03 宇宙物理セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙論(ダークマター、ダークエネルギー、宇宙
背景放射、密度ゆらぎ、宇宙再電離)、第一世代
天体(宇宙暗黒時代、初代星、初代超新星)、銀河
形成・進化(初代銀河、力学・化学進化、銀河相
互作用、サブストクチャ問題)、銀河(星種族、分
子雲、超新星残骸、星間磁場)、銀河団(加熱メカ
ニズム、銀河団衝突、重元素分布)、銀河中心核
(降着円盤、磁気回転不安定、ジェット、遮蔽
トーラス、スターバースト)、ブラックホール(階
層、質量降着、アウトフロー・ジェット、初代ブ
ラックホール、超巨大ブラックホール、ブラック
ホール-バルジ関係、ダウンサイジング)、高エネ
ルギー現象(超新星、ガンマー線バースト、宇宙
線粒子加速)、星形成(小質量星、大質量星、連
星、星間物質)、惑星系形成(原始太陽系、原始惑
星系円盤、乱流、ダスト、系外惑星系)、宇宙生
命(星間有機分子、バイオマーカー)等について、
演習等を通じて理解を深める。

対面(オンライン併用
型)

0AJCC04 宇宙物理セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙論(ダークマター、ダークエネルギー、宇宙
背景放射、密度ゆらぎ、宇宙再電離)、第一世代
天体(宇宙暗黒時代、初代星、初代超新星)、銀河
形成・進化(初代銀河、力学・化学進化、銀河相
互作用、サブストクチャ問題)、銀河(星種族、分
子雲、超新星残骸、星間磁場)、銀河団(加熱メカ
ニズム、銀河団衝突、重元素分布)、銀河中心核
(降着円盤、磁気回転不安定、ジェット、遮蔽
トーラス、スターバースト)、ブラックホール(階
層、質量降着、アウトフロー・ジェット、初代ブ
ラックホール、超巨大ブラックホール、ブラック
ホール-バルジ関係、ダウンサイジング)、高エネ
ルギー現象(超新星、ガンマー線バースト、宇宙
線粒子加速)、星形成(小質量星、大質量星、連
星、星間物質)、惑星系形成(原始太陽系、原始惑
星系円盤、乱流、ダスト、系外惑星系)、宇宙生
命(星間有機分子、バイオマーカー)等について、
新たな問題設定を行い,モデル計算等により理解
を深める。

対面(オンライン併用
型)

0AJCC11 宇宙観測セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

電波天文学に関する教科書の輪講・セミナーを行
う。内容としては、電波望遠鏡がどのような装置
で構成されているか、ヘテロダイン受信機の動作
原理や分光計の仕組み、主ビーム能率、開口能
率、ビームパターンなどアンテナ性能について
と、その評価方法、観測された電波の強度校正
法、干渉計の原理やその長所短所、などについて
である。また、銀河系、系外銀河、星形成領域、
巨大ブラックホールなどの観測的研究や装置開発
などの宇宙観測分野に関する研究について、セミ
ナー形式で学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
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0AJCC12 宇宙観測セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測セミナーIに続き、電波天文学に関する
教科書の輪講・セミナーを行う。内容としては、
電波望遠鏡がどのような装置で構成されている
か、ヘテロダイン受信機の動作原理や分光計の仕
組み、主ビーム能率、開口能率、ビームパターン
などアンテナ性能についてと、その評価方法、観
測された電波の強度校正法、干渉計の原理やその
長所短所、などについてである。また、銀河系、
系外銀河、星形成領域、巨大ブラックホールなど
の観測的研究や装置開発などの宇宙観測分野に関
する研究について、セミナー形式で学ぶ。また、
各自の研究課題についての発表を行う。

対面(オンライン併用
型)

0AJCC13 宇宙観測セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測分野に関する研究について、セミナー形
式で学ぶ。取り上げるトピックスは、銀河(遠方
銀河、形成、進化、星形成活動、分類、活動銀河
核、構造など)、銀河系(銀河系中心、渦状構造、
分子雲形成、星形成、超新星残骸など)、星形成
領域(フィラメント形成、高密度コア形成など)、
巨大ブラックホール等の観測的研究及び電波望遠
鏡、超伝導電波カメラMKID、ヘテロダイン受信
機、デジタル分光計、アンテナ鏡面測定法等の観
測装置・観測手法などについてである。また、各
自の研究課題について発表し議論することで、修
士論文の研究を進展させる。

対面(オンライン併用
型)

0AJCC14 宇宙観測セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測分野に関する研究について、セミナー形
式で学ぶ。取り上げるトピックスは、銀河(遠方
銀河、形成、進化、星形成活動、分類、活動銀河
核、構造など)、銀河系(銀河系中心、渦状構造、
分子雲形成、星形成、超新星残骸など)、星形成
領域(フィラメント形成、高密度コア形成など)、
巨大ブラックホール等の観測的研究及び電波望遠
鏡、超伝導電波カメラMKID、ヘテロダイン受信
機、デジタル分光計、アンテナ鏡面測定法等の観
測装置・観測手法などについてである。また、各
自の研究課題について発表を行うことで、プレゼ
ンテーション能力を高めることを目指す。

対面(オンライン併用
型)

0AJCC21 宇宙物理特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

重力流体力学と輻射流体力学に関係する基礎物理
過程を押さえるために、自己重力・流体・輻射を
入れた物理系を考え、諸相互作用の共存による現
象を解析的、数値的に調べる。プログラミング技
術も習得する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCC22 宇宙物理特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙物理特別研究IAに引き続き、重力流体力学と
輻射流体力学に関係する基礎物理過程を押さえる
ために、自己重力・流体・輻射を入れた物理系を
考え、諸相互作用の共存による現象を解析的、数
値的に調べる。プログラミング技術も習得する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCC23 宇宙物理特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙物理特別研究IA、IBに継続し、同一テーマを
発展させてその成果を論文として取りまとめるた
めに同研究を進める。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCC24 宇宙物理特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙物理特別研究IA、IB、IIAに継続し、同一
テーマを発展させてその成果を論文として取りま
とめる。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCC31 宇宙観測特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

主として電波天文字的手法により銀河・銀河系・
遠方宇宙等の観測的研究の基礎を習得し、修士論
文の研究を始める。内容的には、電波天文学的手
法による銀河系、系外銀河、活動的銀河中心核、
遠方宇宙等の観測的研究および観測装置開発、南
極内陸部高原地帯にサブミリ・テラヘルツ望遠鏡
を建設して南極天文学を推進する計画に関する開
発、既存の野辺山45m電波望遠鏡、ALMAなどを用
いた観測などを行っている。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
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0AJCC32 宇宙観測特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測特別研究IAに引き続き、主として電波天
文字的手法により銀河・銀河系・遠方宇宙等の観
測的研究の基礎を習得し、修士論文の研究を進め
る。内容的には、電波天文学的手法による銀河
系、系外銀河、活動的銀河中心核、遠方宇宙等の
観測的研究および観測装置開発、南極内陸部高原
地帯にサブミリ・テラヘルツ望遠鏡を建設して南
極天文学を推進する計画に関する開発、既存の野
辺山45m電波望遠鏡、ALMAなどを用いた観測など
を行っている。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCC33 宇宙観測特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測特別研究IAおよびIBを発展させ、成果を
修士論文としてまとめるために同研究を進める。
内容的には、電波天文学的手法による銀河系、系
外銀河、活動的銀河中心核、遠方宇宙等の観測的
研究および観測装置開発、南極内陸部高原地帯に
サブミリ・テラヘルツ望遠鏡を建設して南極天文
学を推進する計画に関する開発、既存の野辺山
45m電波望遠鏡、ALMAなどを用いた観測などを
行っている。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCC34 宇宙観測特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測特別研究IA、IB、IIAに継続し、同研究
を発展させてその成果を修士論文としてまとめ
る。内容的には、電波天文学的手法による銀河
系、系外銀河、活動的銀河中心核、遠方宇宙等の
観測的研究および観測装置開発、南極内陸部高原
地帯にサブミリ・テラヘルツ望遠鏡を建設して南
極天文学を推進する計画に関する開発、既存の野
辺山45m電波望遠鏡、ALMAなどを用いた観測など
を行っている。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCC41 宇宙物理特講I 1 1.0 1・2 秋B 集中
宇宙物理学分野に関するトピックスについて、外
部講師を招いて講義する。

対面
非常勤講師担当科目

0AJCC42 宇宙物理特講II 1 1.0 1・2 秋B 集中 大須賀 健
宇宙物理学分野に関するトピックスについて、外
部講師を招いて講義する。

詳細後日周知

0AJCC43 宇宙観測特講I 1 1.0 1・2
春季休業

中
集中 久野 成夫

宇宙観測分野に関するトピックスについて、外部
講師を招いて講義する。

秋入学者向け
詳細後日周知
オンライン(同時双方
向型)

0AJCC44 宇宙観測特講II 1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

宇宙観測分野に関するトピックスについて、外部
講師を招いて講義する。

詳細後日周知
対面
非常勤講師担当科目

専門科目(原子核物理分野)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCD01 原子核理論I 1 1.0 1・2

原子核およびフェルミ粒子多体系において必要と
される、非相対論的量子多体系の理論とその基礎
的な応用について学び、関連分野の原著論文等を
読むための基礎を習得する。講義では、原子核構
造およびフェルミ粒子多体系を微視的に理解する
ために必要な量子多体論を基本的なレベルから解
説する。黒板での板書を基本とした講義を中心と
して、演習的な内容も一部に含む。原子核の基本
的性質、量子多体論の基礎、(対凝縮相に対する)
平均場理論、原子核多体問題とブルックナー理論
などを解説する。

西暦奇数年度開講。
対面、ただしオンライ
ン併用とする場合もあ
る。manabaに情報を随
時掲載するので、そち
らを参照。

0AJCD02 原子核理論II 1 1.0 1・2 春AB 水2 日野原 伸生

核子多体系としての原子核の性質を取り扱うため
の理論的および計算的手法の基礎を解説する。特
に、原子核の基底状態を記述する密度汎関数理論
(DFT)に焦点を当て、無限核物質との関連につい
ても取り扱う。さらに巨大共鳴、低励起状態、
ベータ崩壊などの現象を記述するための時間依存
密度汎関数理論(TDDFT)とその小振幅近似である
乱雑位相近似(RPA)について説明し、この応答理
論から得られる原子核の性質について詳しく解説
する。

西暦偶数年度開講。
対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。
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0AJCD06 原子核理論セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
原子核論担当教員
(前期)

原子核物理学の理論的なアプローチの方法を扱う
教科書について輪読・セミナーを行う。原子核の
微視的性質を理解するための数学的な手法特に
Green関数について理解する。また、それらの適
用例を通して原子核の基本的な性質を理解する。
Green関数はGell-Mann and Low の定理に基づい
て導入し、オブザーバブルの計算例やLehmann 表
示の導入を通してGreen関数の物理的な意味を理
解する。そのうえで、系統的な摂動計算のために
Wick の定理の証明を理解する。そして、Feynman
図形の導入とDyson 方程式、自己エネルギー部分
を学ぶ。応用例として、Hartree-Fock平均場近似
の導出を行い、また、縮退電子ガスの基底状態の
エネルギーを計算する。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD07 原子核理論セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
原子核論担当教員
(前期)

原子核理論セミナーIに続いて、原子核物理学の
理論的なアプローチの方法を扱う教科書について
輪読・セミナーを行う。原子核の動的な性質とし
て振動運動の微視的な理解を進める。Green関数
に基づいた方法により原子核の線形応答を計算す
ることで、振動運動のエネルギーを計算する方法
を理解する。核力の一般的な特徴を学習した上
で、平均場模型に基づいて核内対相関の効果を学
ぶ。振動運動を扱うTamm-Dancoff 近似や乱雑位
相近似(RPA)を、運動方程式の線形化から導出す
る。また、Green関数の形式において分極関数の
極に着目することでもRPA方程式を導出し、その
物理的な内容について理解する。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD08 原子核理論セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
原子核論担当教員
(前期)

原子核物理学の理論的なアプローチの方法を扱う
教科書について輪読・セミナーを行い、原子核の
基本的な性質について理解する。原子核の性質を
観測するうえで必要となる原子核からの電磁波
(γ線)の放射について理解する。原子核の電磁的
遷移の情報から得られる振動運動・回転運動や原
子核の変形についての情報を理解するために集団
運動模型を導入する。模型から得られるエネル
ギースペクトルの分布から原子核の形・振動の型
についての理解を深める。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD09 原子核理論セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
原子核論担当教員
(前期)

原子核物理学の理論的なアプローチの方法を扱う
教科書について輪読・セミナーを行い、原子核の
多様な性質について理解する。現象論的な一粒子
(球形、変形)ポテンシャルによる描像から、有効
核力に基づく微視的なHartree-Fock法による理解
へと進める。さらに、核内対相関を考慮した
Hartree-Fock-Bogoliubov法による一般化された
平均場描像により原子核の基底状態の性質を理解
する。さらに、原子核の特徴的な運動である核分
裂について、液滴模型や二中心模型による記述を
学び、微視的な時間依存Hartree-Fock(TDHF)法を
理解する。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD11 原子核実験物理学I 1 1.0 1・2 春AB 火5
笹 公和,江角 晋
一

原子核物理について、実験的側面から講義する。
前半では、低エネルギーから高エネルギー原子核
の実験的研究において重要な役割を果たす、真空
技術、イオン源技術、加速器物理およびイオン
ビーム光学について講義する。また原子核実験で
よく用いられる代表的な真空排気装置、イオン源
及び加速器などの実験機器について、具体的な例
をあげて解説する。後半では、放射線と物質の相
互作用、放射線防護、放射線検出器の原理につい
て解説する。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。
manabaに情報を随時掲
載するので、そちらを
参照。

0AJCD12 原子核実験物理学II 1 2.0 1・2 秋ABC
火5
集中

中條 達也,小沢
恭一郎,佐甲 博
之,森口 哲朗

原子核物理について、実験的側面から講義する。
前半では、現代の原子核実験で必要となる放射線
計測に関わる解析技術、特に、データ処理に関連
する統計処理や誤差論について解説する。実際の
実験を例に挙げて講義する。後半では、現代の原
子核実験で必須とされるエレクトロニクス技術に
ついて解説する。アナログ回路、デジタル回路、
さらに両者を組み合わせたトリガー回路などの回
路技術について、具体例に沿って講義する。さら
に、近年特に重要となってきた計算機シミュレー
ションについて解説する。GEANTなどの粒子検出
器シミュレーションコードを導入/解説し、検出
器の設計や実験計画立案について学ぶ。

集中講義については受
講者の都合に配慮して
日程を後日周知する講
義の実施形態について
は、原則、対面授業と
する。
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0AJCD15 原子核物理特論 1 1.0 1・2 春C 火4,5

中條 達也,西村
俊二,宮城 宇
志,Gubler
Philipp,渡邉 裕

原子核物理学における最先端の研究成果や興味あ
る話題についてわかりやすく解説する。原子核物
理の現状と動向を俯瞰するオムニバス形式の授業
とする。

原子核理論・実験分野
の大学院生は全員受講
すること。
対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD16 原子核実験セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
原子核実験担当教
員(前期)

原子核物理学の基礎を理解する目的で教科書や論
文を用いて輪読・セミナーを行う。まず、物質の
階層構造における原子核の位置付けを理解するた
めに、原子と原子核、原子核とハドロンの構造の
違いを定量的に理解する。その上で、液滴模型や
統計模型、殻模型など様々な原子核模型と表現さ
れる原子核の特徴を理解する。データ処理技術、
エレクトロニクス技術についても学ぶ。下位の階
層構造からの理解を進めるために、クォーク模型
やハドロンの構造についても学ぶ。輪講形式で大
学院生に適宜発表させることによって議論の仕方
やプレゼンテーション技術の習得も目指す。

対面(オンライン併用
型)

0AJCD17 原子核実験セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
原子核実験担当教
員(前期)

原子核物理学の実験技術に関する教科書や論文を
用いて輪読・セミナーを行う。実験室で直面する
具体的な課題について基礎的な教科書レベルから
最新の論文まで適宜参照しながら議論して理解を
深める。γ線やβ線など放射線の物質との相互作
用、またそれらの検出技術、イオンビーム物質分
析技術や加速器技術、加速器質量分析、MWPCや
TPCなどの検出器についても取り上げる。輪講形
式で大学院生に適宜発表させることによって議論
の仕方やプレゼンテーション技術の習得も目指
す。

対面(オンライン併用
型)

0AJCD18 原子核実験セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
原子核実験担当教
員(前期)

原子核物理学の核反応に関する教科書や論文を用
いて輪読・セミナーを行う。原子核衝突の描像が
衝突エネルギーとともにどのように変化するかを
原子核のサイズ、固有時間やフェルミ運動量など
と衝突時間や衝突によって持ち込まれる角運動量
などと比較することによって、反応描像を理解す
る。相対論的効果や量子力学効果について議論
し、高エネルギー原子核・原子核衝突実験による
クォーク・グルオンプラズマ生成や不安定核ビー
ム生成について理解する。輪講形式で大学院生に
適宜発表させることによって議論の仕方やプレゼ
ンテーション技術の習得も目指す。

対面(オンライン併用
型)

0AJCD19 原子核実験セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
原子核実験担当教
員(前期)

原子核物理学の実験技術・解析技術に関する教科
書や論文を用いて輪読・セミナーを行う。より実
践的な観点から最先端の原子核物理学の研究状況
を理解することに重点を置き、高エネルギー原子
核・原子核衝突実験によって生成されるクォー
ク・グルオンプラズマの物性を理解するための物
理解析や、不安定核ビームを用いた不安定核の核
構造や宇宙元素合成の手法について学ぶ。輪講形
式で大学院生に適宜発表させることによって議論
の仕方やプレゼンテーション技術の習得も目指
す。

対面(オンライン併用
型)

0AJCD21 原子核論特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時
原子核論担当教員
(前期)

有限量子多体系としての原子核を理解する上で必
要な基本的理論について、その発展と応用に向け
た研究のための多粒子系の量子論の基礎を学ぶ。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD22 原子核論特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時
原子核論担当教員
(前期)

有限量子多体系としての原子核を理解する上で必
要な基本的理論について、その発展と応用に向け
た研究のための多粒子系の量子論の基礎を学ぶ。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD23 原子核論特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時
原子核論担当教員
(前期)

原子核及び関連する有限量子系の理論について、
セミナー形式で行う。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD24 原子核論特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時
原子核論担当教員
(前期)

原子核及び関連する有限量子系の理論について、
セミナー形式で行う。

対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJCD31 原子核実験特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時
原子核実験担当教
員(前期)

修士論文の研究を開始するにあたって、適切な研
究テーマを選ぶために必要な原子核物理学や実験
技術に関して確認し、各自の状況に適したアドバ
イス・指導を行う。内容としては、初期宇宙の物
質相や宇宙元素合成など宇宙の歴史に関わる研究
や加速器質量分析など測定器技術・加速器技術を
活用する広範な原子核物理学に関して、研究の実
践、指導を行い、以下の各課題について論文指導
を行う。

対面(オンライン併用
型)
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0AJCD32 原子核実験特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時
原子核実験担当教
員(前期)

原子核実験特別研究IAに引き続き、修士論文の研
究を展開するために必要な原子核物理学や実験技
術の理解を深めると同時に具体的に研究に着手で
きるようにアドバイス・指導を行う。内容として
は、初期宇宙の物質相や宇宙元素合成など宇宙の
歴史に関わる研究や加速器質量分析など測定器技
術・加速器技術を活用する広範な原子核物理学に
関して、研究の実践、指導を行い、以下の各課題
について論文指導を行う。

対面(オンライン併用
型)

0AJCD33 原子核実験特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時
原子核実験担当教
員(前期)

修士論文の研究成果に結びつくように進捗状況に
応じてアドバイス・指導を行う。修士論文の骨子
の作成や議論の進め方についても指導を行う。
内容としては、初期宇宙の物質相や宇宙元素合成
など宇宙の歴史に関わる研究や加速器質量分析な
ど測定器技術・加速器技術を活用する広範な原子
核物理学に関して、研究の実践、指導を行い、以
下の各課題について論文指導を行う。

対面(オンライン併用
型)

0AJCD34 原子核実験特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時
原子核実験担当教
員(前期)

修士論文の作成に重点を移し、先行研究や理論計
算との比較など議論の進め方についてアドバイ
ス・指導を行う。先行研究の取り扱い方や引用の
仕方など論文の書き方についても指導する。内容
としては、初期宇宙の物質相や宇宙元素合成など
宇宙の歴史に関わる研究や加速器質量分析など測
定器技術・加速器技術を活用する広範な原子核物
理学に関して、研究の実践、指導を行い、以下の
各課題について論文指導を行う。

対面(オンライン併用
型)

0AJCD40 原子核理論特講I 1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

原子核理論に関するトピックスについて、外部講
師を招いて講義する。

詳細後日周知

0AJCD41 原子核理論特講II 1 1.0 1・2
春季休業

中
集中

原子核理論に関するトピックスについて、外部講
師を招いて講義する。

対面

0AJCD42 原子核実験特講I 1 1.0 1・2 秋C 集中 江角 晋一

原子核実験に関するトピックスについて、外部講
師を招いて講義する。

対面

0AJCD43 原子核実験特講II 1 1.0 1・2
春季休業

中
集中

原子核実験に関するトピックスについて、外部講
師を招いて講義する。

英語で授業。
対面

専門科目(物性物理分野)
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授業
方法

単位数
標準履
修年次
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0AJCE01 物性理論I 1 1.0 1・2

現代の生命科学は、生物学的知識にとどまらず、
物理学や化学などの他の自然科学分野、さらには
機械学習や深層学習などの情報科学分野ともつな
がり、学際的な先端分野として飛躍的な発展を遂
げている。本講義では、物理学の基礎概念と生物
機能の基礎知識を講義し、分子シミュレーショ
ン、第一原理計算などのコンピュータシミュレー
ションによる生体内分子や物質の構造・機能解析
の方法とその応用について講義する。

西暦奇数年度開講。
01BC622と同一。
対面(状況によって動
画配信)。要望があれ
ば英語で授業。
西暦奇数年度開講。
要望があれば英語で授
業
オンライン(リアルタ
イム)を実施し、その
動画を後でアップロー
ドしてオンデマンドに
も対応する

0AJCE02 物性理論II 1 1.0 1・2 秋AB 水2 大谷 実

第一原理電子状態計算を用いた表面・界面の電気
化学シミュレーションに関する導入的講義を行
う。基礎的な概念の説明からはじめて、燃料電池
や蓄電池などを扱う固液界面シミュレーションへ
の応用研究を解説する。講義計画は以下の通りで
ある。1.固体電子論の基礎(I):結晶中の電子とブ
ロッホ状態。2.固体電子論の基礎(II):バンド構
造と擬ポテンシャル法。3.第一原理電子状態計算
(I):密度汎関数理論の基本概念。4.第一原理電子
状態計算(II):表面計算と実践的手法。5.電気化
学の基礎:電極電位と熱力学。6.溶液論の基礎:電
解質・溶媒和・RISMへの導入。7.固液界面の物
理:電気二重層と界面構造。8.電気化学シミュ
レーション手法:電位制御DFTと溶液論の統合。9.
固液界面シミュレーションの応用:燃料電池・蓄
電池材料。10.固液界面電気化学計算の最前線と
総合まとめ

西暦偶数年度開講。
西暦偶数年度開講。
要望があれば英語で授
業
対面
対面授業、状況によっ
てはオンライン(オン
デマンド型)
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0AJCE03 物性理論III 1 1.0 1・2

ナノスケールを有する物質は、そのサイズ、形
状、次元生に強く依存した物性が発現することが
知られている。このことは、幾何構造制御による
物性の制御が可能であることを示しており、幾何
構造制御による新たな機能を有する材料や物質の
創生が可能であることを示している。本講義で
は、フラーレンやカーボンナノチューブ等の炭素
からなるナノ物質を例として、幾何構造と物性の
間の相関を紹介し、さらに最近注目を集めている
新しい低次元物質やナノ物質について、その構造
と物性現象の間の相関が生み出す興味深い物理に
ついて紹介していく。

西暦奇数年度開講。
0AJRH01と同一。
要望があれば英語で授
業
対面(状況により変更
の可能性あり)

0AJCE04 物性理論IV 1 1.0 1・2 春AB 月4 重田 育照

本講義では、量子力学から統計力学、非平衡物
理、ソフトマター科学、情報物理に至る物性理論
を体系的に学び、生命現象を物質階層の連続性の
中で理解する視点を養う。電子・分子レベルの量
子効果から、相転移・ゆらぎ・自己組織化といっ
た集団的現象、さらに生体ネットワークや情報処
理まで、生命を一貫した物理法則の枠組みで捉え
る思考法を身につけることを目指す。1生命は物
性か?2量子力学と生命現象3分子間相互作用と凝
縮系4統計力学と自由エネルギー5非平衡系と生命
6非線形力学・カオス・創発7情報理論と生命8ソ
フトマターの物理9計算物性・生命10総合討論

西暦偶数年度開講。
対面

0AJCE05
表面・ナノ構造物性特
論

1 1.0 1・2 春AB 水3 久保 敦

固体表面・界面や人工的なナノ構造に固有な電子
物性・光学物性の講義を行う。固体の電子論、固
体表面におけるシュレーディンガー方程式の境界
条件と表面状態、光と物質の相互作用、固体表面
におけるMaxwell方程式解の境界条件、表面・界
面・多層膜・ナノ構造における電磁固有モード・
集団励起モード、表面プラズモン、モード間結
合、利得、メタマテリアル

対面

0AJCE10 強相関物性特論IA 4 1.0 1・2 春AB 金6 小林 航
ハミルトニアンから導出される電子物性を概観す
る。

西暦偶数年度開講。
対面

0AJCE11 強相関物性特論IB 4 1.0 1・2 秋AB 金6 小林 航
ハミルトニアンから導出される電子物性を概観す
る。

西暦偶数年度開講。
対面

0AJCE12 強相関物性特論IIA 4 1.0 1・2

エネルギー現象の基礎となる電気化学の原理と実
験手法を習得する。Wileyのelectrochemical
methodを輪講する。

2
西暦奇数年度開講。
対面

0AJCE13 強相関物性特論IIB 4 1.0 1・2

放射光を用いたX線分光法の基礎を理解すること
を目的とする。具体的には以下の内容を輪講形式
で学ぶ。前半では、放射光発生の原理と放射光の
エネルギー切り出しに必要な X 線光学系、およ
び測定に使用する検出器について理解する。後半
では、X 線吸収(XAFS)、共鳴非弾性 X 線散乱、
X 線光電子分光方法など、放射光を用いるX線分
光法を取り扱う。

西暦奇数年度開講。
対面

0AJCE16 半導体物理学特論IA 1 1.0 1・2 春AB 水2
野村 晋太郎,池沢
道男

低次元半導体の基礎について、光物性の観点から
講義または輪講を行う。主な講義内容は、半導体
の結晶構造、結晶中の電子状態とバンド構造、
フォノン、半導体ヘテロ構造、量子井戸と様々な
低次元系の電子状態、k・p理論と光学遷移、電子
-光子相互作用、Kramers-Kronigの関係式、光学
応答関数、価電子帯のKaneモデル、量子井戸のバ
ンド間遷移、光学遷移の選択則、等である。その
他、発展的内容について、原著論文の講読によっ
て学ぶ。

西暦偶数年度開講。
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCE17 半導体物理学特論IB 1 1.0 1・2 秋AB 水2
野村 晋太郎,池沢
道男

半導体量子構造に特有の次元性に依存した無磁場
での量子現象の光物性に関する講義または輪講を
行う。 無磁場もしくは弱磁場下の半導体ナノ構
造において見られるスピンと光の関わる興味深い
現象について取り上げる。主な講義内容は、光の
偏向とスピン、ブロッホ球とスピノールの時間発
展、ダイヤモンドNVセンター、スピン軌道相互作
用、スピンホール効果、時間反転・空間反転・ク
ラマース縮退、六方格子とバンドギャップ、グラ
フェンと遷移金属ダイカルコゲナイドの光物性、
スピン-バレー結合、等である。発展的内容を関
連原著論文の講読を通じて学ぶ。

西暦偶数年度開講。
講義は対面で実施する
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0AJCE18 半導体物理学特論IIA 1 1.0 1・2

半導体の光物性の基礎、およびレーザー分光法を
用いた研究手法などについて講義または輪講を行
う。また量子ドット研究の最近のトピックスを解
説する。主な講義内容は、半導体の基礎、光と物
質の相互作用、励起子・励起子分子・トリオン、
励起子の光学特性、ポラリトン、量子構造中の
フォノン、局在励起子、時間分解分光法、非線形
分光法、単一量子ドットの分光技術、等である。
その他、発展的内容について、原著論文の講読に
よって学ぶ。

西暦奇数年度開講。
対面

0AJCE19 半導体物理学特論IIB 1 1.0 1・2

半導体量子構造に特有の次元性に依存した強磁場
中の量子現象の光物性に関する講義または輪講を
行う。強磁場下の半導体ナノ構造において見られ
るスピンと光の関わる興味深い現象について取り
上げる。主な講義内容は、磁場中二次元自由電子
の運動の古典論と量子論、ランダウ準位占有数と
チャーン数、ホール係数の測定と電子移動度、整
数量子ホール効果、強磁場中電子系の発光、量子
ホール端状態とその光検出、分数量子ホール効果
とその光検出、複合粒子描像、等である。発展的
内容を関連原著論文の講読を通じて学ぶ。

西暦奇数年度開講。
対面

0AJCE20 物性理論セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
物性理論担当教員
(前期)

適切に選定されたテーマに従って当該分野の専門
書やレビュー論文などを用いて学び、その結果を
セミナー形式で発表・議論することにより理解を
深める。具体的には、理論物理学の手法を用い
て、トポロジカル物性、非平衡・動的制御、ナノ
量子物性などの課題を学ぶ。また計算物質科学の
手法を用い、ナノスケール物質、生命関連物質、
表面・界面物性などの課題を学ぶ。外部からの講
師によるセミナー、研究会などにも積極的に参加
させ研究発表のスキルを学ばせる。

対面(オンライン併用
型)

0AJCE21 物性理論セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
物性理論担当教員
(前期)

物性理論セミナーIに引き続き適切に選定された
テーマに従って当該分野の専門書やレビュー論文
などを用いて学び、その結果をセミナー形式で発
表・議論することにより理解を深める。具体的に
は、理論物理学の手法を用いて、トポロジカル物
性、非平衡・動的制御、ナノ量子物性などの課題
を学ぶ。また計算物質科学の手法を用い、ナノス
ケール物質、生命関連物質、表面・界面物性など
の課題を学ぶ。必要に応じて計算機による数値計
算を用いた検証なども行う。

対面(オンライン併用
型)

0AJCE22 物性理論セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
物性理論担当教員
(前期)

物性理論セミナーIIに引き続き、修士論文のテー
マに関連する当該分野の専門書やレビュー論文な
どを用いて学び、その結果をセミナー形式で発
表・議論することにより理解を深める。具体的に
は、理論物理学の手法を用いて、トポロジカル物
性、非平衡・動的制御、ナノ量子物性などの課題
を学ぶ。また計算物質科学の手法を用い、ナノス
ケール物質、生命関連物質、表面・界面物性など
の課題を学ぶ。必要に応じて計算機による数値計
算を用いた検証なども行う。

対面(オンライン併用
型)

0AJCE23 物性理論セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
物性理論担当教員
(前期)

物性理論セミナーIIIに引き続き、修士論文の
テーマに関連した当該分野の専門書やレビュー論
文などを用いて学び、その結果をセミナー形式で
発表・議論することにより理解を深める。具体的
には、理論物理学の手法を用いて、トポロジカル
物性、非平衡・動的制御、ナノ量子物性などの課
題を学ぶ。また計算物質科学の手法を用い、ナノ
スケール物質、生命関連物質、表面・界面物性な
どの課題を学ぶ。学んだ基礎理論を分かりやすく
モノグラムとしてまとめることも指導する。

対面(オンライン併用
型)

0AJCE24 物性実験セミナーI 2 1.0 1 春ABC 木5
物性実験担当教員
(前期)

物性物理学の実験的側面を、セミナー形式で勉強
する。磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質
科学、構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性
などの物性物理学の実験分野の発表について、発
表の要点をまとめることを通して、物性物理に関
する理解を深める。

対面



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCE25 物性実験セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 木6
物性実験担当教員
(前期)

物性物理学の実験的側面を、セミナー形式で勉強
する。大学院生による物性実験の研究発表を聞く
ことによって、半導体物性、磁性物性、表面物
性、光誘起物性、低温物性、構造物性などの物性
物理学の実験分野について、自分の研究とは異な
る分野の研究がどのような目的で、どのような手
法で行われているのかを理解する。

対面

0AJCE26 物性実験セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 木5
物性実験担当教員
(前期)

物性物理学の実験的側面を、セミナー形式で勉強
する。磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質
科学、構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性
などの物性物理学の実験分野の発表を理解し、疑
問点を質問する能力を身につける。

対面

0AJCE27 物性実験セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 木6
物性実験担当教員
(前期)

物性物理学の実験的側面を、セミナー形式で勉強
する。半導体物性、磁性物性、表面物性、光誘起
物性、低温物性、構造物性などの物性物理学の実
験分野の大学院生による研究発表を聞くことに
よって、自分のプレゼン能力を高める。また、発
表の要点を理解し、議論する能力を高める。

対面

0AJCE28 構造科学特論IA 4 1.0 1・2 春AB 水2 西堀 英治

放射光を用いた回折物理学を基盤とした構造計測
法とデータ解析手法について学習する。また固体
物理の基礎を理解し、構造と物性の相関について
検討する。原子モデルを用いた構造解析、フーリ
エ変換に基づく電子密度解析、など基本的なX線
回折の解析法についても学習するとともに、金
属、半導体、誘電体など基本的な物性と構造との
相関の理解を深める。

西暦偶数年度開講。
オンライン(同時双方
向型)

0AJCE29 構造科学特論IB 4 1.0 1・2 秋AB 水2 西堀 英治

放射光を用いた回折物理学を基盤とした構造計測
法とデータ解析手法について理解する。また固体
物理の基礎を理解し、構造と物性の相関について
検討する。原子モデルを用いた構造解析、多極子
モデルを用いた電子密度解析、X線回折に基づく
波動関数解析など高度な解析法についても学習す
るとともに、電荷密度波にともなうパイエルス転
移など構造と物性が相関する多彩な相転移現象の
理解などを進める。

西暦偶数年度開講。
対面

0AJCE30 構造科学特論IIA 4 1.0 1・2

実験室X線光源からシンクロトロン放射に至るX線
源と検出器、光学系について理解する。制動放射
からのX線の発生。X線管球、ローター型発生装
置、微小焦点型発展装置を学んだ後に、高速に近
い電子のシンクロトロン放射について学ぶ。実験
室におけるX線分光の原理を学習し、ブラッグブ
レンターノ法などの実験装置までのデザインを説
明を可能とする知識を習得する。

西暦奇数年度開講。
対面

0AJCE31 構造科学特論IIB 4 1.0 1・2

シンクロトロン放射からX線自由電子レーザーに
至る最先端X線源と検出器、光学系について理解
する。制動放射からシンクロトロン放射、アン
ジュレーター放射、自由電子レーザーに至る電子
ビームの動力学と発生原理を理解し、その光の特
性を理解する。さらにそれらのX線領域の光を加
工する光学系について動力学的回折理論に基づき
理解するとともにビームラインから実験装置まで
のデザインを説明を可能とする知識を習得する。
加えてナノ就航技術などのX線光学の最先端知識
にも触れる。

西暦奇数年度開講。
対面

0AJCE32 低温物理学I 1 2.0 1・2 春AB 月5,6 神田 晶申

前半では、基礎・応用両面の研究が近年急速に発
展しているナノカーボン(カーボンナノチューブ
やグラフェン)と原子層物質について、電気伝導
を中心にした講義を行う。後半では、サイズがミ
クロンのオーダーよりも小さな金属や半導体にお
いて、電子の量子力学的性質(粒子性、波動性)が
顕在化した結果生じるメゾスコピック量子輸送現
象について、特に電子の粒子性に焦点をあてて解
説する。

西暦偶数年度開講。
対面
授業資料はmanabaにて
配布する。低温物理学
IAおよびIBを修得済み
の場合は履修不可。低
温物理学IA、IBのうち
1科目のみを修得済み
の場合は担当教員に事
前に相談すること。

0AJCE33 低温物理学II 1 2.0 1・2

前半では、典型的な低温現象であり、量子現象と
して重要な研究対象である超伝導について、重要
な概念、現象及び応用を解説する。後半では、サ
イズがミクロンのオーダーよりも小さな金属や半
導体において、電子の量子力学的性質(粒子性、
波動性)が顕在化した結果生じるメゾスコピック
量子輸送現象について、特に電子の波動性に焦点
をあてて解説する。

西暦奇数年度開講。
対面
授業資料はmanabaにて
配布する。
低温物理学IIAおよび
IIBを修得済みの場合
は履修不可。
低温物理学IIA、IIBの
うち1科目のみを修得
済みの場合は担当教員
に事前に相談するこ
と。



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCE41 物性理論特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時
物性理論担当教員
(前期)

統計物理学および物性物理学の理論や実験に関連
する論文や参考書を輪講形式で講読し、研究を実
施するための基礎と素養を学ぶ。購読する論文の
選定に関する考え方とその方法論、輪講の進め方
と準備する資料などに関する基礎的な手法を指導
する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCE42 物性理論特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時
物性理論担当教員
(前期)

統計物理学および物性物理学の理論や実験に関連
する論文や参考書を輪講形式で講読し、研究を実
施するための基礎と素養を学ぶ。受講者の準備し
た資料に基づき参考書・論文の主張を正確に把握
する方法を指導する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCE43 物性理論特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時
物性理論担当教員
(前期)

統計物理学および物性物理学の理論や実験に関連
する論文や参考書を輪講形式で講読し、研究を実
施するための基礎と素養を学ぶ。修士論文の課題
に沿った関連論文の選定方法と、論文の主張に対
する批判的な視点での検証を行うよう指導する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCE44 物性理論特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時
物性理論担当教員
(前期)

統計物理学および物性物理学の理論や実験に関連
する論文や参考書を輪講形式で講読し、研究を実
施するための基礎と素養を学ぶ。修士論文の課題
に関連する分野にとどまらず、研究の波及効果な
ども含めた広い観点での文献調査を行うよう指導
する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCE51 物性実験特別研究IA 6 3.0 1 春ABC 随時
物性実験担当教員
(前期)

磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質科学、
構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性の各分
野の実験を行うために必要な知識を習得し、基本
的な実験技術を身につけて、実験を行う。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJCE52 物性実験特別研究IB 6 3.0 1 秋ABC 随時
物性実験担当教員
(前期)

磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質科学、
構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性の各分
野で必要な基本理論および実験手法を習得し、研
究テーマに沿った実験を行う。研究の進捗状況に
ついてのプレゼンテーションを行う。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJCE53 物性実験特別研究IIA 6 3.0 2 春ABC 随時
物性実験担当教員
(前期)

磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質科学、
構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性の各分
野について実験を行い、結果を議論する。次の実
験に議論の結果を反映させる。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJCE54 物性実験特別研究IIB 6 3.0 2 秋ABC 随時
物性実験担当教員
(前期)

磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質科学、
構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性の各分
野について、研究テーマの目的を達成するための
実験を行う。実験成果をまとめてプレゼンテー
ションを行う。

要望があれば英語で授
業
対面

0AJCE60 物性理論特講I 1 1.0 1・2
秋C春季
休業中

集中

物性理論に関わるトピックスについて、外部講師
を招いて講義する。

対面

0AJCE61 物性理論特講II 1 1.0 1・2
春季休業

中
集中

物性理論に関するトピックスについて、外部講師
を招いて講義する。

対面
非常勤講師担当科目

0AJCE71 物性実験特講I 1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

物性実験に関するトピックスについて、外部講師
を招いて講義する。

対面

0AJCE72 物性実験特講II 1 1.0 1・2 秋B 集中

物性実験に関するトピックスについて、外部講師
を招いて講義する。

詳細後日周知
対面

専門科目(放射光物質科学コース)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCJ01 放射光物質科学概論 1 1.0 1 春C 集中
西堀 英治,守友
浩,小林 航,丹羽
秀治,筒井 智嗣

PFやSPring-8から講師を招き、放射光の測定原
理、利用可能な装置群について概説する。また、
コース学生の研究テーマをプレゼンし、放射光利
用に関する議論を行う。テーマは、放射光を利用
した回折と分光の両者を含み、放射光と物質との
相互作用について散乱と吸収・発光の両面から学
び知識を得ることを目標とする。放射光と物質と
の相互作用から自分の知りたい物性物理の課題に
対して放射光を利用した研究の進展を検討する。

0AJRK01と同一。
要望があれば英語で授
業
対面



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCJ02 放射光物質科学特論I 3 1.0 2 春ABC 随時
西堀 英治,守友
浩,小林 航,丹羽
秀治

特別研究に沿った研究テーマで放射光を利用した
研究計画を策定する。大学院生が課題申請可能で
ある場合には、課題採択を目指す。申請内容のプ
レゼン、コース教員による申請書添削、等を含
む。大学院生で申請可能な課題に申請したうえ
で、実験を行い、報告書成果発表などの全プロセ
スを経験する。研究計画の立案から、必要装置の
選定、必要実験時間の設定など外部施設利用で必
須となる基本的な能力を習得する。

要望があれば英語で授
業
対面

専門科目(プラズマ物理分野)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCF01 プラズマ物理学特論I 4 2.0 1・2 春ABC秋A 火5
南 龍太郎,皇甫
度均

プラズマ物理学を中心として、プラズマ閉じ込
め、加熱、輸送、不安定性、境界プラズマやプラ
ズマと材料との相互作用及びプラズマ計測などに
関する研究についてセミナーを行う。履修者は、
それぞれ各自の専門テーマを選び、関連する先行
研究や研究背景・目的・方法についての理解を深
めるとともに最新の研究成果についても調査す
る。それらの内容についてのプレゼンテーショ
ン、質疑応答・討論を行い、プラズマに関する幅
広い知識を取得することを目指す。

対面

0AJCF02 プラズマ物理学特論II 4 2.0 1・2 春ABC秋A 月4
平田 真史,小波藏
純子

受講者は、事前に、各自の研究テーマに関連する
分野の最新の査読付英語論文を中心に講読、要点
をまとめ、関連内容を調査し、プレゼンテーショ
ンを行う。プレゼンテーション内容に関し、全員
で質疑、討論を行う。各回、輪番で2~3人がプレ
ゼンテーションを担当する。テーマ例としては、
“プラズマと粒子、プラズマと波動、プラズマの
生成、プラズマの閉込め、プラズマの加熱(電子
サイクロトロン共鳴加熱、イオンサイクロトロン
共鳴加熱、中性粒子入射加熱)、プラズマの診断
(重粒子線を用いた計測、静電型エネルギー分析
器を用いた計測、マイクロ波を用いた計測、X
線、分光計測、トムソン散乱計測)、プラズマ壁
相互作用、ジャイロトロン、プラズマと核融合、
国際熱核融合実験炉(ITER)、核融合炉の実現、先
進核融合炉研究”などである。

対面

0AJCF07 プラズマ計測学特論 1 1.0 1・2 秋AB 火1 吉川 正志

プラズマ計測に関するプラズマ物理について解説
する。現在行われている最先端のプラズマ診断法
について、その基本となる物理を理解しどのよう
な原理をもとにその診断法が使われているかを理
解する。講義内容は、プラズマ診断の基礎、プ
ローブ計測による電子密度・温度計測、磁場計
測、分光計測によるプラズマ診断、マイクロ波計
測によるプラズマ密度・密度揺動計測、レー
ザー・トムソン散乱計測による電子温度・密度計
測、重粒子ビーム計測による電位計測、電位揺動
等について解説する。また核融合炉に必須なダイ
バータ・プラズマにおけるプラズマ計測について
も解説する。以上の講義のほか、学生各自の研究
内容における計測関連についての議論も行う。

講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCF08 核融合特論 1 1.0 1・2 春AB 火2
坂本 瑞樹,沼倉
友晴

核融合実験の基礎としてのプラズマ物理を考察
し、種々の磁場閉じ込め方式の特徴と課題につい
て、主として講義形式で解説する。まず、核融合
反応と核融合研究の歴史について概説した後、
様々の閉じ込め方式に基づく核融合炉について述
べ、特にミラー型装置での実験を詳述する。ま
た、核融合に密接する高温プラズマ生成、燃料補
給や、核融合反応を発生・持続させる為のプラズ
マ加熱、核融合プラズマを高性能化する為のプラ
ズマ診断、核融合炉建設の為に必須の知識である
プラズマ壁相互作用、閉じ込め改善の物理を論ず
る。
以上の講義を通じて、受講者に核融合の正しい知
識と理解、炉建設に向けた必要な知見並びに課題
を習得することを目標とする。

対面
2025年度までに
0AJCF06を修得済みの
場合は履修不可

0AJCF11 プラズマセミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマ物理学について、セミナー形式で学ぶ。
テーマとしては、プラズマについての基礎過程
(気体論、荷電粒子の運動、プラズマ生成など)や
プラズマの挙動について、また核融合プラズマや
プラズマの閉じ込め、タンデムミラープラズマな
どを学ぶ。

講義の実施形態につい
ては今後決定する。
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0AJCF12 プラズマセミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマセミナーIに引き続き、プラズマ物理学
について、セミナー形式で学ぶ。テーマとして
は、粒子の運動、流体としてのプラズマ、プラズ
マ中の波動、拡散や安定性、非線形効果、制御核
融合、プラズマ応用などを学ぶ。

講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCF13 プラズマセミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマセミナーIIに引き続き、プラズマ物理学
について、セミナー形式で学ぶ。テーマとして
は、プラズマ中の電子・イオン・中性粒子の密
度・温度や、プラズマの電位等の情報を調べる
種々のプラズマ計測手法(プローブ計測、マイク
ロ波計測、分光計測など)を学ぶ。また、プラズ
マ中に発生する不安定性(ドリフト型不安定性や
フルート型不安定性)や、プラズマの閉じ込め改
善について学ぶ。

講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCF14 プラズマセミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマセミナーIIIに引き続き、プラズマ物理
学について、セミナー形式で学ぶ。テーマとして
は、核融合を指向したプラズマにおける、周辺プ
ラズマやダイバータプラズマ、またプラズマと材
料との相互作用について学ぶ。関連する項目とし
て、水素リサイクリング、原子・分子過程、シー
スプラズマなどを学び、また低温プラズマ計測に
ついても学ぶ。

講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCF21 プラズマ特別研究IA 7 3.0 1 春ABC 随時
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマ研究センターのタンデムミラー型装置
GAMMA10/PDXと加熱装置、計測装置等を用いて、
プラズマの生成、加熱、閉じ込め、プラズマ・壁
相互作用、並びにマイクロ波、X線、静電プロー
ブ、ビームプローブ等によるプラズマ計測の実験
を行い、得られた実験結果について討論する。実
験装置の原理や実験手法を習得するとともにプラ
ズマについての理解を深める。

要望があれば英語で授
業
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCF22 プラズマ特別研究IB 7 3.0 1 秋ABC 随時
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマ特別研究IAに引き続き、プラズマ物理学
実験を進める上で必要となる実験装置、データ収
集・処理、物理解析の基礎を習得するとともに、
実験に関する報告と討論を通して、プラズマ核融
合科学とプラズマ物理学の知識と研究を進める能
力を習得する。

要望があれば英語で授
業
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCF23 プラズマ特別研究IIA 7 3.0 2 春ABC 随時
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマ特別研究IBに引き続き、プラズマ物理、
プラズマ核融合実験に関する基礎知識に加えて応
用的な知識も取得するとともに、更なる専門知識
をGAMMA 10/PDX等の装置を用いた実験を通して習
得し、得られた研究内容を討論して深めることを
目指す。教員の直接の指導により、研究のまとめ
方や発表の仕方も習得する。

要望があれば英語で授
業
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCF24 プラズマ特別研究IIB 7 3.0 2 秋ABC 随時
プラズマ担当教員
(前期)

修士論文の作成を行う。そのために、プラズマ物
理、プラズマ核融合実験に関連する知識に加え
て、研究テーマに関係する研究をまとめ、得られ
た研究内容を討論して深めることを目指す。教員
の直接の指導により、研究のまとめ方や発表の仕
方も習得する。学会、研究会で得られた研究成果
を発表する。

要望があれば英語で授
業
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJCF41 プラズマ特講I 1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

Lecture on topics related to plasma physics
by a visiting lecturer.

対面

0AJCF42 プラズマ特講II 1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中 坂本 瑞樹

プラズマ物理学に関するトピックスについて、外
部講師を招いて講義する。

英語で授業。
対面
Meeting Room, 3rd
Floor, Plasma
Research Center

専門科目(宇宙史分野)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCG01 宇宙史拠点実習I 3 1.0 1・2 通年 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

1ヶ月程度、海外拠点へ派遣し、宇宙史に関連す
る分野の研究実習を行う。事前事後の筑波キャン
パスにおける指導・報告および現地での研究指導
を併せて行う。研究する分野は、主に素粒子物理
学、原子核物理学、物質科学であるが、関連する
近隣分野を含む。実習の具体的な例として、欧州
CERN研究所や米国フェルミ国立加速器研究所にお
ける高エネルギー粒子ビームを用いた検出器の開
発および性能評価が挙げられる。実習の成果を事
後にまとめて発表することが要求される。これら
を通じ、宇宙史研究の実践的技能の基礎を獲得
し、グループの一員として共同研究を進める能
力、および、研究の成果を他人に分かりやすく伝
える能力を獲得する。
博士前期課程1年次での履修を想定している。

対面(オンライン併用
型)



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCG02 宇宙史拠点実習II 3 1.0 1・2 通年 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

1ヶ月程度、海外拠点へ派遣し、宇宙史に関連す
る分野の研究実習を行う。事前事後の筑波キャン
パスにおける指導・報告および現地での研究指導
を併せて行う。研究する分野は、主に素粒子物理
学、原子核物理学、物質科学であるが、関連する
近隣分野を含む。実習の具体的な例として、欧州
CERN研究所や米国フェルミ国立加速器研究所にお
ける高エネルギー粒子ビームを用いた検出器の開
発および性能評価が挙げられる。実習の成果を事
後にまとめて発表することが要求される。これら
を通じ、宇宙史研究の高度な実践的技能を獲得
し、国際的な環境で最先端の共同研究を遂行する
能力を身につける。博士前期課程1年次での履修
を想定している。

対面(オンライン併用
型)

0AJCG21 宇宙史特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史研究の基礎となる実験観測の技術、データ
処理、物理解析を習得し、修士論文研究のための
基盤となる能力を獲得する。また、先行研究の動
向を調査し、自身の研究テーマを決定する。
 高エネルギー粒子加速器を用いた素粒子・原子
核の衝突実験、宇宙背景ニュートリノとその崩壊
を探索する実験、不安定核と宇宙元素合成に関す
る実験、宇宙初期の初代天体および暗黒銀河の探
索に関する実験観測などの研究に従事する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCG22 宇宙史特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史研究の基礎となる実験観測の技術、データ
処理、物理解析を習得し修士論文のための研究を
始める。
 高エネルギー粒子加速器を用いた素粒子・原子
核の衝突実験、宇宙背景ニュートリノとその崩壊
を探索する実験、不安定核と宇宙元素合成に関す
る実験、宇宙初期の初代天体および暗黒銀河の探
索に関する実験観測などの研究に従事する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCG23 宇宙史特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史特別研究IA、IBに引き続き、宇宙史研究の
基礎となる実験観測の技術、データ処理、物理解
析を習得し修士論文のための研究を進める。
 高エネルギー粒子加速器を用いた素粒子・原子
核の衝突実験、宇宙背景ニュートリノとその崩壊
を探索する実験、不安定核と宇宙元素合成に関す
る実験、宇宙初期の初代天体および暗黒銀河の探
索に関する実験観測などの研究に従事する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

0AJCG24 宇宙史特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史特別研究IA、IB、IIAに引き続き、宇宙史
研究の基礎となる実験観測の技術、データ処理、
物理解析を習得し、発展させて修士論文としてま
とめる。
 高エネルギー粒子加速器を用いた素粒子・原子
核の衝突実験、宇宙背景ニュートリノとその崩壊
を探索する実験、不安定核と宇宙元素合成に関す
る実験、宇宙初期の初代天体および暗黒銀河の探
索に関する実験観測などの研究に従事する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業

専門科目(加速器科学分野)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCH01 加速器科学実習I 3 1.0 1・2 通年 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

1-2週間程度、高エネルギー加速器研究機構(KEK)
へ派遣し、加速器科学分野における研究実習を行
う。事前事後の筑波キャンパスにおける指導・報
告および現地での研究指導を併せて行う。必要に
応じて、KEK教員の協力を仰ぐ。研究する分野
は、素粒子物理学、原子核物理学、物質科学、お
よび関連する分野である。実習の具体的な例とし
て、KEK設置の加速器からの粒子ビームを用いた
検出器の開発および性能評価が挙げられる。実習
の成果を事後にまとめて発表することが要求され
る。これらを通じ、加速器科学研究の実践的技能
の基礎を獲得し、グループの一員として共同研究
を進める能力、および、研究の成果を他人に分か
りやすく伝える能力を身につける。博士前期課程
1年次での履修を想定している。

対面(オンライン併用
型)



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJCH02 加速器科学実習II 3 1.0 1・2 通年 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

1-2週間程度、高エネルギー加速器研究機構(KEK)
へ派遣し、加速器科学分野における研究実習を行
う。事前事後の筑波キャンパスにおける指導・報
告および現地での研究指導を併せて行う。必要に
応じて、KEK教員の協力を仰ぐ。研究する分野
は、素粒子物理学、原子核物理学、物質科学、お
よび関連する分野である。実習の具体的な例とし
て、KEK設置の加速器からの粒子ビームを用いた
検出器の開発および性能評価が挙げられる。実習
の成果を事後にまとめて発表することが要求され
る。これらを通じ、加速器科学研究の高度な実践
的技能を獲得し、研究室とは異なる環境で最先端
の共同研究を遂行する能力を身につける。博士前
期課程2年次での履修を想定している。

対面(オンライン併用
型)

0AJCH11 加速器科学セミナーI 2 1.0 1 通年 応談
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学教育の一環として、異なるグループが
共同して、分野横断で修士論文中間報告を中心と
した加速器科学教育を行う。
 各自が行っている研究についての発表と質疑応
答を行い、自分の研究分野および他の分野につい
ての知見を深め、自身の修士論文研究の意義をよ
り広い視野から俯瞰し理解する。また、加速器科
学研究の位置づけについて、再度考える機会を提
供する。さらには、自分の専門分野とは異なる分
野の人々に対し、明快に説明する能力を養う。博
士前期課程1年次での履修を想定している。

対面(オンライン併用
型)

0AJCH12 加速器科学セミナーII 2 1.0 2 通年 応談
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学教育の一環として、異なるグループが
共同して、分野横断で修士論文中間報告を中心と
した加速器科学教育を行う。
 各自が行っている研究についての発表と質疑応
答を行い、自分の研究分野および他の分野につい
ての知見を深め、修士論文研究をさらに進展させ
るための一助とする。また、加速器科学研究の位
置づけについて、再度考える機会を提供する。さ
らには、自分の専門分野とは異なる分野の人々に
対し、明快に説明する能力を養う。博士前期課程
2年次での履修を想定している。

対面(オンライン併用
型)

0AJCH21 加速器科学特別研究IA 3 3.0 1 春ABC 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学研究の基礎となる実験観測の技術、
データ処理、物理解析の基礎を習得し、修士論文
研究のための基盤となる能力を獲得する。また,
先行研究の動向を調査し,自身の研究テーマを決
定する。
 加速器の原理および実際について学ぶ。加速器
を用いた、素粒子物理学・原子核物理学・物質科
学など物理学の諸分野における研究に従事する。
必要に応じて、高エネルギー加速器研究機構
(KEK)等の大型加速器装置を持つ外部機関に滞在
する。

対面(オンライン併用
型)

0AJCH22 加速器科学特別研究IB 3 3.0 1 秋ABC 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学研究の基礎となる実験観測の技術、
データ処理、物理解析を習得し修士論文のための
研究を始める。
 加速器の原理および実際について学ぶ。加速器
を用いた、素粒子物理学・原子核物理学・物質科
学など物理学の諸分野における研究に従事する。
必要に応じて、KEK等の大型加速器装置を持つ外
部機関に滞在する。

対面(オンライン併用
型)

0AJCH23 加速器科学特別研究IIA 3 3.0 2 春ABC 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学特別研究IA、IBに引き続き同研究を行
い、加速器科学研究の基礎となる実験観測の技
術、データ処理、物理解析を習得し修士論文とし
てまとめるために発展させる。
 加速器の原理および実際について学ぶ。加速器
を用いた、素粒子物理学・原子核物理学・物質科
学など物理学の諸分野における研究に従事する。
必要に応じて、KEK等の大型加速器装置を持つ外
部機関に滞在する。

対面(オンライン併用
型)

0AJCH24 加速器科学特別研究IIB 3 3.0 2 秋ABC 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学特別研究IA、IB、IIAに引き続き同研
究を発展させて修士論文としてまとめる。
 加速器の原理および実際について学ぶ。加速器
を用いた、素粒子物理学・原子核物理学・物質科
学など物理学の諸分野における研究に従事する。
必要に応じて、KEK等の大型加速器装置を持つ外
部機関に滞在する。

対面(オンライン併用
型)

専門科目(素粒子物理分野)-秋入学者向け-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDB21 素粒子論特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時

素粒子論担当教員
(前期),素粒子論
担当教員(物理学
学位プログラム前
期)

素粒子物理学(理論分野)の標準的な教科書を輪講
形式で講読し、素粒子物理を研究するための場の
量子論の基礎を学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDB22 素粒子論特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学(理論分野)の発展に寄与した重要論
文を輪講形式で講読し、素粒子物理を研究するた
めの基礎理論を幅広く学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDB23 素粒子論特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学(理論分野)の研究を行うために、素
粒子論特別研究Iに続き、格子ゲージ理論、共形
場理論、超弦理論等、専門を希望する分野の基礎
的論文を輪講形式で講読する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDB24 素粒子論特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学(理論分野)の研究を行うために、素
粒子論特別研究IIAに続き、格子ゲージ理論、共
形場理論、超弦理論等、専門を希望する分野の最
新の論文を輪講形式で講読する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDB31 素粒子実験特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時
素粒子実験担当教
員(前期)

素粒子実験研究を進める上で必要となる測定器技
術、データ処理、物理解析の基礎を習得し、修士
論文研究のための基盤となる能力を獲得する。ま
た、先行研究の動向を調査し、自身の研究テーマ
を決定する。

要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
対面

0AJDB32 素粒子実験特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時
素粒子実験担当教
員(前期)

素粒子実験研究を進める上で必要となる測定器技
術、データ処理、物理解析の基礎を習得し、修士
論文のための研究を始める。
現在進行中あるいは将来に計画されている素粒子
実験のための測定器の開発に従事し、テスト・ベ
ンチによる実験あるいはテスト・ビームを用いた
実験を遂行し、検出器の基本性能の評価や本実験
に向けた設計に従事する。得られたデータの解析
を行い、データ処理の手法を学ぶ。関連して、物
理解析の基礎に従事する場合もある。

要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
対面

0AJDB33 素粒子実験特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時
素粒子実験担当教
員(前期)

素粒子実験特別研究IAおよびIBに引き続き、修士
論文としてまとめるために同研究を進める。
 現在進行中あるいは将来に計画されている素粒
子実験のための測定器の開発に従事し、テスト・
ベンチによる実験あるいはテスト・ビームを用い
た実験を遂行し、検出器の基本性能の評価や本実
験に向けた設計に従事する。得られたデータの解
析を行い、データ処理の手法を学ぶ。関連して、
物理解析の基礎に従事する場合もある。

要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
対面

0AJDB34 素粒子実験特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時
素粒子実験担当教
員(前期)

素粒子実験特別研究IA、IB、IIAに引き続き、同
研究を発展させて修士論文としてまとめる。
 現在進行中あるいは将来に計画されている素粒
子実験のための測定器の開発に従事し、テスト・
ベンチによる実験あるいはテスト・ビームを用い
た実験を遂行し、検出器の基本性能の評価や本実
験に向けた設計に従事する。得られたデータの解
析を行い、データ処理の手法を学ぶ。関連して、
物理解析の基礎に従事する場合もある。

要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
対面

専門科目(宇宙物理分野)-秋入学者向け-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDC21 宇宙物理特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

重力流体力学と輻射流体力学に関係する基礎物理
過程を押さえるために、自己重力・流体・輻射を
入れた物理系を考え、諸相互作用の共存による現
象を解析的、数値的に調べる。プログラミング技
術も習得する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDC22 宇宙物理特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙物理特別研究IAに引き続き、重力流体力学と
輻射流体力学に関係する基礎物理過程を押さえる
ために、自己重力・流体・輻射を入れた物理系を
考え、諸相互作用の共存による現象を解析的、数
値的に調べる。プログラミング技術も習得する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDC23 宇宙物理特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙物理特別研究IA、IBに継続し、同一テーマを
発展させてその成果を論文として取りまとめるた
めに同研究を進める。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDC24 宇宙物理特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時

大須賀 健,矢島
秀伸,森 正夫,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙物理特別研究IA、IB、IIAに継続し、同一
テーマを発展させてその成果を論文として取りま
とめる。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDC31 宇宙観測特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

主として電波天文字的手法により銀河・銀河系・
遠方宇宙等の観測的研究の基礎を習得し、修士論
文の研究を始める。内容的には、電波天文学的手
法による銀河系、系外銀河、活動的銀河中心核、
遠方宇宙等の観測的研究および観測装置開発、南
極内陸部高原地帯にサブミリ・テラヘルツ望遠鏡
を建設して南極天文学を推進する計画に関する開
発、既存の野辺山45m電波望遠鏡、ALMAなどを用
いた観測などを行っている。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDC32 宇宙観測特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測特別研究IAに引き続き、主として電波天
文字的手法により銀河・銀河系・遠方宇宙等の観
測的研究の基礎を習得し、修士論文の研究を進め
る。内容的には、電波天文学的手法による銀河
系、系外銀河、活動的銀河中心核、遠方宇宙等の
観測的研究および観測装置開発、南極内陸部高原
地帯にサブミリ・テラヘルツ望遠鏡を建設して南
極天文学を推進する計画に関する開発、既存の野
辺山45m電波望遠鏡、ALMAなどを用いた観測など
を行っている。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDC33 宇宙観測特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測特別研究IAおよびIBを発展させ、成果を
修士論文としてまとめるために同研究を進める。
内容的には、電波天文学的手法による銀河系、系
外銀河、活動的銀河中心核、遠方宇宙等の観測的
研究および観測装置開発、南極内陸部高原地帯に
サブミリ・テラヘルツ望遠鏡を建設して南極天文
学を推進する計画に関する開発、既存の野辺山
45m電波望遠鏡、ALMAなどを用いた観測などを
行っている。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDC34 宇宙観測特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測特別研究IA、IB、IIAに継続し、同研究
を発展させてその成果を修士論文としてまとめ
る。内容的には、電波天文学的手法による銀河
系、系外銀河、活動的銀河中心核、遠方宇宙等の
観測的研究および観測装置開発、南極内陸部高原
地帯にサブミリ・テラヘルツ望遠鏡を建設して南
極天文学を推進する計画に関する開発、既存の野
辺山45m電波望遠鏡、ALMAなどを用いた観測など
を行っている。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

専門科目(原子核物理分野)-秋入学者向け-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDD21 原子核論特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時
原子核論担当教員
(前期)

有限量子多体系としての原子核を理解する上で必
要な基本的理論について、その発展と応用に向け
た研究のための多粒子系の量子論の基礎を学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDD22 原子核論特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時
原子核論担当教員
(前期)

有限量子多体系としての原子核を理解する上で必
要な基本的理論について、その発展と応用に向け
た研究のための多粒子系の量子論の基礎を学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDD23 原子核論特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時
原子核論担当教員
(前期)

原子核及び関連する有限量子系の理論について、
セミナー形式で行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDD24 原子核論特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時
原子核論担当教員
(前期)

原子核及び関連する有限量子系の理論について、
セミナー形式で行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け



科目番号 科目名
授業
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単位数
標準履
修年次
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0AJDD31 原子核実験特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時
原子核実験担当教
員(前期)

修士論文の研究を開始するにあたって、適切な研
究テーマを選ぶために必要な原子核物理学や実験
技術に関して確認し、各自の状況に適したアドバ
イス・指導を行う。内容としては、初期宇宙の物
質相や宇宙元素合成など宇宙の歴史に関わる研究
や加速器質量分析など測定器技術・加速器技術を
活用する広範な原子核物理学に関して、研究の実
践、指導を行い、以下の各課題について論文指導
を行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDD32 原子核実験特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時
原子核実験担当教
員(前期)

原子核実験特別研究IAに引き続き、修士論文の研
究を展開するために必要な原子核物理学や実験技
術の理解を深めると同時に具体的に研究に着手で
きるようにアドバイス・指導を行う。内容として
は、初期宇宙の物質相や宇宙元素合成など宇宙の
歴史に関わる研究や加速器質量分析など測定器技
術・加速器技術を活用する広範な原子核物理学に
関して、研究の実践、指導を行い、以下の各課題
について論文指導を行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDD33 原子核実験特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時
原子核実験担当教
員(前期)

修士論文の研究成果に結びつくように進捗状況に
応じてアドバイス・指導を行う。修士論文の骨子
の作成や議論の進め方についても指導を行う。
内容としては、初期宇宙の物質相や宇宙元素合成
など宇宙の歴史に関わる研究や加速器質量分析な
ど測定器技術・加速器技術を活用する広範な原子
核物理学に関して、研究の実践、指導を行い、以
下の各課題について論文指導を行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDD34 原子核実験特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時
原子核実験担当教
員(前期)

修士論文の作成に重点を移し、先行研究や理論計
算との比較など議論の進め方についてアドバイ
ス・指導を行う。先行研究の取り扱い方や引用の
仕方など論文の書き方についても指導する。内容
としては、初期宇宙の物質相や宇宙元素合成など
宇宙の歴史に関わる研究や加速器質量分析など測
定器技術・加速器技術を活用する広範な原子核物
理学に関して、研究の実践、指導を行い、以下の
各課題について論文指導を行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

専門科目(物性物理分野)-秋入学者向け-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDE41 物性理論特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時
物性理論担当教員
(前期)

統計物理学および物性物理学の理論や実験に関連
する論文や参考書を輪講形式で講読し、研究を実
施するための基礎と素養を学ぶ。購読する論文の
選定に関する考え方とその方法論、輪講の進め方
と準備する資料などに関する基礎的な手法を指導
する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDE42 物性理論特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時
物性理論担当教員
(前期)

統計物理学および物性物理学の理論や実験に関連
する論文や参考書を輪講形式で講読し、研究を実
施するための基礎と素養を学ぶ。受講者の準備し
た資料に基づき参考書・論文の主張を正確に把握
する方法を指導する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDE43 物性理論特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時
物性理論担当教員
(前期)

統計物理学および物性物理学の理論や実験に関連
する論文や参考書を輪講形式で講読し、研究を実
施するための基礎と素養を学ぶ。修士論文の課題
に沿った関連論文の選定方法と、論文の主張に対
する批判的な視点での検証を行うよう指導する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDE44 物性理論特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時
物性理論担当教員
(前期)

統計物理学および物性物理学の理論や実験に関連
する論文や参考書を輪講形式で講読し、研究を実
施するための基礎と素養を学ぶ。修士論文の課題
に関連する分野にとどまらず、研究の波及効果な
ども含めた広い観点での文献調査を行うよう指導
する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDE51 物性実験特別研究IA 6 3.0 1 秋ABC 随時
物性実験担当教員
(前期)

磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質科学、
構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性の各分
野の実験を行うために必要な知識を習得し、基本
的な実験技術を身につけて、実験を行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDE52 物性実験特別研究IB 6 3.0 1 春ABC 随時
物性実験担当教員
(前期)

磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質科学、
構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性の各分
野で必要な基本理論および実験手法を習得し、研
究テーマに沿った実験を行う。研究の進捗状況に
ついてのプレゼンテーションを行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
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0AJDE53 物性実験特別研究IIA 6 3.0 2 秋ABC 随時
物性実験担当教員
(前期)

磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質科学、
構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性の各分
野について実験を行い、結果を議論する。次の実
験に議論の結果を反映させる。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDE54 物性実験特別研究IIB 6 3.0 2 春ABC 随時
物性実験担当教員
(前期)

磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質科学、
構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性の各分
野について、研究テーマの目的を達成するための
実験を行う。実験成果をまとめてプレゼンテー
ションを行う。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

専門科目(プラズマ物理分野)-秋入学者向け-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDF21 プラズマ特別研究IA 7 3.0 1 秋ABC 随時
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマ研究センターのタンデムミラー型装置
GAMMA10/PDXと加熱装置、計測装置等を用いて、
プラズマの生成、加熱、閉じ込め、プラズマ・壁
相互作用、並びにマイクロ波、X線、静電プロー
ブ、ビームプローブ等によるプラズマ計測の実験
を行い、得られた実験結果について討論する。実
験装置の原理や実験手法を習得するとともにプラ
ズマについての理解を深める。

要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJDF22 プラズマ特別研究IB 7 3.0 1 春ABC 随時
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマ特別研究IAに引き続き、プラズマ物理学
実験を進める上で必要となる実験装置、データ収
集・処理、物理解析の基礎を習得するとともに、
実験に関する報告と討論を通して、プラズマ核融
合科学とプラズマ物理学の知識と研究を進める能
力を習得する。

要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJDF23 プラズマ特別研究IIA 7 3.0 2 秋ABC 随時
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマ特別研究IBに引き続き、プラズマ物理、
プラズマ核融合実験に関する基礎知識に加えて応
用的な知識も取得するとともに、更なる専門知識
をGAMMA 10/PDX等の装置を用いた実験を通して習
得し、得られた研究内容を討論して深めることを
目指す。教員の直接の指導により、研究のまとめ
方や発表の仕方も習得する。

要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJDF24 プラズマ特別研究IIB 7 3.0 2 春ABC 随時
プラズマ担当教員
(前期)

修士論文の作成を行う。そのために、プラズマ物
理、プラズマ核融合実験に関連する知識に加え
て、研究テーマに関係する研究をまとめ、得られ
た研究内容を討論して深めることを目指す。教員
の直接の指導により、研究のまとめ方や発表の仕
方も習得する。学会、研究会で得られた研究成果
を発表する。

要望があれば英語で授
業
秋入学者向け
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

専門科目(宇宙史分野)-秋入学者向け-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDG21 宇宙史特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史研究の基礎となる実験観測の技術、データ
処理、物理解析を習得し、修士論文研究のための
基盤となる能力を獲得する。また、先行研究の動
向を調査し、自身の研究テーマを決定する。
 高エネルギー粒子加速器を用いた素粒子・原子
核の衝突実験、宇宙背景ニュートリノとその崩壊
を探索する実験、不安定核と宇宙元素合成に関す
る実験、宇宙初期の初代天体および暗黒銀河の探
索に関する実験観測などの研究に従事する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDG22 宇宙史特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史研究の基礎となる実験観測の技術、データ
処理、物理解析を習得し修士論文のための研究を
始める。
 高エネルギー粒子加速器を用いた素粒子・原子
核の衝突実験、宇宙背景ニュートリノとその崩壊
を探索する実験、不安定核と宇宙元素合成に関す
る実験、宇宙初期の初代天体および暗黒銀河の探
索に関する実験観測などの研究に従事する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

0AJDG23 宇宙史特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史特別研究IA、IBに引き続き、宇宙史研究の
基礎となる実験観測の技術、データ処理、物理解
析を習得し修士論文のための研究を進める。
 高エネルギー粒子加速器を用いた素粒子・原子
核の衝突実験、宇宙背景ニュートリノとその崩壊
を探索する実験、不安定核と宇宙元素合成に関す
る実験、宇宙初期の初代天体および暗黒銀河の探
索に関する実験観測などの研究に従事する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDG24 宇宙史特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時
宇宙史コース担当
教員(前期)

宇宙史特別研究IA、IB、IIAに引き続き、宇宙史
研究の基礎となる実験観測の技術、データ処理、
物理解析を習得し、発展させて修士論文としてま
とめる。
 高エネルギー粒子加速器を用いた素粒子・原子
核の衝突実験、宇宙背景ニュートリノとその崩壊
を探索する実験、不安定核と宇宙元素合成に関す
る実験、宇宙初期の初代天体および暗黒銀河の探
索に関する実験観測などの研究に従事する。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
秋入学者向け

専門科目(加速器科学分野)-秋入学者向け-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDH21 加速器科学特別研究IA 3 3.0 1 秋ABC 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学研究の基礎となる実験観測の技術、
データ処理、物理解析の基礎を習得し、修士論文
研究のための基盤となる能力を獲得する。また,
先行研究の動向を調査し,自身の研究テーマを決
定する。
 加速器の原理および実際について学ぶ。加速器
を用いた、素粒子物理学・原子核物理学・物質科
学など物理学の諸分野における研究に従事する。
必要に応じて、高エネルギー加速器研究機構
(KEK)等の大型加速器装置を持つ外部機関に滞在
する。

対面(オンライン併用
型)
秋入学者向け

0AJDH22 加速器科学特別研究IB 3 3.0 1 春ABC 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学研究の基礎となる実験観測の技術、
データ処理、物理解析を習得し修士論文のための
研究を始める。
 加速器の原理および実際について学ぶ。加速器
を用いた、素粒子物理学・原子核物理学・物質科
学など物理学の諸分野における研究に従事する。
必要に応じて、KEK等の大型加速器装置を持つ外
部機関に滞在する。

対面(オンライン併用
型)
秋入学者向け

0AJDH23 加速器科学特別研究IIA 3 3.0 2 秋ABC 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学特別研究IA、IBに引き続き同研究を行
い、加速器科学研究の基礎となる実験観測の技
術、データ処理、物理解析を習得し修士論文とし
てまとめるために発展させる。
 加速器の原理および実際について学ぶ。加速器
を用いた、素粒子物理学・原子核物理学・物質科
学など物理学の諸分野における研究に従事する。
必要に応じて、KEK等の大型加速器装置を持つ外
部機関に滞在する。

対面(オンライン併用
型)
秋入学者向け

0AJDH24 加速器科学特別研究IIB 3 3.0 2 春ABC 随時
加速器科学コース
担当教員(前期)

加速器科学特別研究IA、IB、IIAに引き続き同研
究を発展させて修士論文としてまとめる。
 加速器の原理および実際について学ぶ。加速器
を用いた、素粒子物理学・原子核物理学・物質科
学など物理学の諸分野における研究に従事する。
必要に応じて、KEK等の大型加速器装置を持つ外
部機関に滞在する。

対面(オンライン併用
型)
秋入学者向け

専門科目(素粒子物理分野)-社会人対象科目-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDB06 素粒子論セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学理論の最新のトピックスを、セミ
ナー形式で勉強する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDB07 素粒子論セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学理論の最新のトピックスを、セミ
ナー形式で勉強する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDB08 素粒子論セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学理論の最新のトピックスを、セミ
ナー形式で勉強する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDB09 素粒子論セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
素粒子論担当教員
(前期)

素粒子物理学理論の最新のトピックスを、セミ
ナー形式で勉強する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDB11
高エネルギー物理学セ
ミナーI

2 1.0 1 春ABC 応談
素粒子実験担当教
員(前期)

最先端素粒子物理の実験的研究について学ぶ。 対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDB12
高エネルギー物理学セ
ミナーII

2 1.0 1 秋ABC 応談
素粒子実験担当教
員(前期)

最先端素粒子物理の実験的研究について学ぶ。 対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDB13
高エネルギー物理学セ
ミナーIII

2 1.0 2 春ABC 応談
素粒子実験担当教
員(前期)

最先端素粒子物理の実験的研究について学ぶ。 対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDB14
高エネルギー物理学セ
ミナーIV

2 1.0 2 秋ABC 応談
素粒子実験担当教
員(前期)

最先端素粒子物理の実験的研究について学ぶ。 対面(オンライン併用
型)
社会人に限る



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
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専門科目(宇宙物理分野)-社会人対象科目-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDC01 宇宙物理セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙論(ダークマター、ダークエネルギー、宇宙
背景放射、密度ゆらぎ、宇宙再電離)、第一世代
天体(宇宙暗黒時代、初代星、初代超新星)、銀河
形成・進化(初代銀河、力学・化学進化、銀河相
互作用、サブストクチャ問題)、銀河(星種族、分
子雲、超新星残骸、星間磁場)、銀河団(加熱メカ
ニズム、銀河団衝突、重元素分布)、銀河中心核
(降着円盤、磁気回転不安定、ジェット、遮蔽
トーラス、スターバースト)、ブラックホール(階
層、質量降着、アウトフロー・ジェット、初代ブ
ラックホール、超巨大ブラックホール、ブラック
ホール-バルジ関係、ダウンサイジング)、高エネ
ルギー現象(超新星、ガンマー線バースト、宇宙
線粒子加速)、星形成(小質量星、大質量星、連
星、星間物質)、惑星系形成(原始太陽系、原始惑
星系円盤、乱流、ダスト、系外惑星系)、宇宙生
命(星間有機分子、バイオマーカー)等に関する基
礎物理をセミナー形式で学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDC02 宇宙物理セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙論(ダークマター、ダークエネルギー、宇宙
背景放射、密度ゆらぎ、宇宙再電離)、第一世代
天体(宇宙暗黒時代、初代星、初代超新星)、銀河
形成・進化(初代銀河、力学・化学進化、銀河相
互作用、サブストクチャ問題)、銀河(星種族、分
子雲、超新星残骸、星間磁場)、銀河団(加熱メカ
ニズム、銀河団衝突、重元素分布)、銀河中心核
(降着円盤、磁気回転不安定、ジェット、遮蔽
トーラス、スターバースト)、ブラックホール(階
層、質量降着、アウトフロー・ジェット、初代ブ
ラックホール、超巨大ブラックホール、ブラック
ホール-バルジ関係、ダウンサイジング)、高エネ
ルギー現象(超新星、ガンマー線バースト、宇宙
線粒子加速)、星形成(小質量星、大質量星、連
星、星間物質)、惑星系形成(原始太陽系、原始惑
星系円盤、乱流、ダスト、系外惑星系)、宇宙生
命(星間有機分子、バイオマーカー)等について、
先行研究を通じてこれまでの理解を学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDC03 宇宙物理セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談

大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇,
ワグナー アレク
サンダー タケシ

宇宙論(ダークマター、ダークエネルギー、宇宙
背景放射、密度ゆらぎ、宇宙再電離)、第一世代
天体(宇宙暗黒時代、初代星、初代超新星)、銀河
形成・進化(初代銀河、力学・化学進化、銀河相
互作用、サブストクチャ問題)、銀河(星種族、分
子雲、超新星残骸、星間磁場)、銀河団(加熱メカ
ニズム、銀河団衝突、重元素分布)、銀河中心核
(降着円盤、磁気回転不安定、ジェット、遮蔽
トーラス、スターバースト)、ブラックホール(階
層、質量降着、アウトフロー・ジェット、初代ブ
ラックホール、超巨大ブラックホール、ブラック
ホール-バルジ関係、ダウンサイジング)、高エネ
ルギー現象(超新星、ガンマー線バースト、宇宙
線粒子加速)、星形成(小質量星、大質量星、連
星、星間物質)、惑星系形成(原始太陽系、原始惑
星系円盤、乱流、ダスト、系外惑星系)、宇宙生
命(星間有機分子、バイオマーカー)等について、
演習等を通じて理解を深める。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る
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0AJDC04 宇宙物理セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
大須賀 健,森 正
夫,矢島 秀伸,吉
川 耕司,福島 肇

宇宙論(ダークマター、ダークエネルギー、宇宙
背景放射、密度ゆらぎ、宇宙再電離)、第一世代
天体(宇宙暗黒時代、初代星、初代超新星)、銀河
形成・進化(初代銀河、力学・化学進化、銀河相
互作用、サブストクチャ問題)、銀河(星種族、分
子雲、超新星残骸、星間磁場)、銀河団(加熱メカ
ニズム、銀河団衝突、重元素分布)、銀河中心核
(降着円盤、磁気回転不安定、ジェット、遮蔽
トーラス、スターバースト)、ブラックホール(階
層、質量降着、アウトフロー・ジェット、初代ブ
ラックホール、超巨大ブラックホール、ブラック
ホール-バルジ関係、ダウンサイジング)、高エネ
ルギー現象(超新星、ガンマー線バースト、宇宙
線粒子加速)、星形成(小質量星、大質量星、連
星、星間物質)、惑星系形成(原始太陽系、原始惑
星系円盤、乱流、ダスト、系外惑星系)、宇宙生
命(星間有機分子、バイオマーカー)等について、
新たな問題設定を行い,モデル計算等により理解
を深める。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDC11 宇宙観測セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

電波天文学に関する教科書の輪講・セミナーを行
う。内容としては、電波望遠鏡がどのような装置
で構成されているか、ヘテロダイン受信機の動作
原理や分光計の仕組み、主ビーム能率、開口能
率、ビームパターンなどアンテナ性能について
と、その評価方法、観測された電波の強度校正
法、干渉計の原理やその長所短所、などについて
である。また、銀河系、系外銀河、星形成領域、
巨大ブラックホールなどの観測的研究や装置開発
などの宇宙観測分野に関する研究について、セミ
ナー形式で学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDC12 宇宙観測セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測セミナーIに続き、電波天文学に関する
教科書の輪講・セミナーを行う。内容としては、
電波望遠鏡がどのような装置で構成されている
か、ヘテロダイン受信機の動作原理や分光計の仕
組み、主ビーム能率、開口能率、ビームパターン
などアンテナ性能についてと、その評価方法、観
測された電波の強度校正法、干渉計の原理やその
長所短所、などについてである。また、銀河系、
系外銀河、星形成領域、巨大ブラックホールなど
の観測的研究や装置開発などの宇宙観測分野に関
する研究について、セミナー形式で学ぶ。また、
各自の研究課題についての発表を行う。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDC13 宇宙観測セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測分野に関する研究について、セミナー形
式で学ぶ。取り上げるトピックスは、銀河(遠方
銀河、形成、進化、星形成活動、分類、活動銀河
核、構造など)、銀河系(銀河系中心、渦状構造、
分子雲形成、星形成、超新星残骸など)、星形成
領域(フィラメント形成、高密度コア形成など)、
巨大ブラックホール等の観測的研究及び電波望遠
鏡、超伝導電波カメラMKID、ヘテロダイン受信
機、デジタル分光計、アンテナ鏡面測定法等の観
測装置・観測手法などについてである。また、各
自の研究課題について発表し議論することで、修
士論文の研究を進展させる。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDC14 宇宙観測セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
久野 成夫,橋本
拓也,本多 俊介,
西村 優里

宇宙観測分野に関する研究について、セミナー形
式で学ぶ。取り上げるトピックスは、銀河(遠方
銀河、形成、進化、星形成活動、分類、活動銀河
核、構造など)、銀河系(銀河系中心、渦状構造、
分子雲形成、星形成、超新星残骸など)、星形成
領域(フィラメント形成、高密度コア形成など)、
巨大ブラックホール等の観測的研究及び電波望遠
鏡、超伝導電波カメラMKID、ヘテロダイン受信
機、デジタル分光計、アンテナ鏡面測定法等の観
測装置・観測手法などについてである。また、各
自の研究課題について発表を行うことで、プレゼ
ンテーション能力を高めることを目指す。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

専門科目(原子核物理分野)-社会人対象科目-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考
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0AJDD06 原子核理論セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
原子核論担当教員
(前期)

原子核物理学の理論的なアプローチの方法を扱う
教科書について輪読・セミナーを行う。原子核の
微視的性質を理解するための数学的な手法特に
Green関数について理解する。また、それらの適
用例を通して原子核の基本的な性質を理解する。
Green関数はGell-Mann and Low の定理に基づい
て導入し、オブザーバブルの計算例やLehmann 表
示の導入を通してGreen関数の物理的な意味を理
解する。そのうえで、系統的な摂動計算のために
Wick の定理の証明を理解する。そして、Feynman
図形の導入とDyson 方程式、自己エネルギー部分
を学ぶ。応用例として、Hartree-Fock平均場近似
の導出を行い、また、縮退電子ガスの基底状態の
エネルギーを計算する。

01BC478と同一。
対面
対面、ただしオンライ
ン併用とする場合もあ
る。

0AJDD07 原子核理論セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
原子核論担当教員
(前期)

原子核理論セミナーIに続いて、原子核物理学の
理論的なアプローチの方法を扱う教科書について
輪読・セミナーを行う。原子核の動的な性質とし
て振動運動の微視的な理解を進める。Green関数
に基づいた方法により原子核の線形応答を計算す
ることで、振動運動のエネルギーを計算する方法
を理解する。核力の一般的な特徴を学習した上
で、平均場模型に基づいて核内対相関の効果を学
ぶ。振動運動を扱うTamm-Dancoff 近似や乱雑位
相近似(RPA)を、運動方程式の線形化から導出す
る。また、Green関数の形式において分極関数の
極に着目することでもRPA方程式を導出し、その
物理的な内容について理解する。

01BC479と同一。
対面
ただしオンライン併用
とする場合もある。

0AJDD08 原子核理論セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
原子核論担当教員
(前期)

原子核物理学の理論的なアプローチの方法を扱う
教科書について輪読・セミナーを行い、原子核の
基本的な性質について理解する。原子核の性質を
観測するうえで必要となる原子核からの電磁波
(γ線)の放射について理解する。原子核の電磁的
遷移の情報から得られる振動運動・回転運動や原
子核の変形についての情報を理解するために集団
運動模型を導入する。模型から得られるエネル
ギースペクトルの分布から原子核の形・振動の型
についての理解を深める。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDD09 原子核理論セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
原子核論担当教員
(前期)

原子核物理学の理論的なアプローチの方法を扱う
教科書について輪読・セミナーを行い、原子核の
多様な性質について理解する。現象論的な一粒子
(球形、変形)ポテンシャルによる描像から、有効
核力に基づく微視的なHartree-Fock法による理解
へと進める。さらに、核内対相関を考慮した
Hartree-Fock-Bogoliubov法による一般化された
平均場描像により原子核の基底状態の性質を理解
する。さらに、原子核の特徴的な運動である核分
裂について、液滴模型や二中心模型による記述を
学び、微視的な時間依存Hartree-Fock(TDHF)法を
理解する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDD16 原子核実験セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
原子核実験担当教
員(前期)

原子核実験研究に必要な実験技術・装置、また原
子核反応機構、原子核構造、原子クラスターに関
して実験的側面から必要な基本的かつ重要な事項
をセミナー形式で学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDD17 原子核実験セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
原子核実験担当教
員(前期)

原子核実験研究に必要な実験技術・装置、また原
子核反応機構、原子核構造、原子クラスターに関
して実験的側面から必要な基本的かつ重要な事項
をセミナー形式で学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDD18 原子核実験セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
原子核実験担当教
員(前期)

原子核実験研究に必要な実験技術・装置、また原
子核反応機構、原子核構造、原子クラスターに関
して実験的側面から必要な基本的かつ重要な事項
をセミナー形式で学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDD19 原子核実験セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
原子核実験担当教
員(前期)

原子核実験研究に必要な実験技術・装置、また原
子核反応機構、原子核構造、原子クラスターに関
して実験的側面から必要な基本的かつ重要な事項
をセミナー形式で学ぶ。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

専門科目(物性物理分野)-社会人対象科目-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDE20 物性理論セミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
物性理論担当教員
(前期)

物性物理学の基礎的理論を、セミナー形式で勉強
する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDE21 物性理論セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
物性理論担当教員
(前期)

物性物理学の基礎的理論を、セミナー形式で勉強
する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDE22 物性理論セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
物性理論担当教員
(前期)

物性物理学の基礎的理論を、セミナー形式で勉強
する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDE23 物性理論セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
物性理論担当教員
(前期)

物性物理学の基礎的理論を、セミナー形式で勉強
する。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

0AJDE24 物性実験セミナーI 2 1.0 1 春ABC 木5
物性実験担当教員
(前期)

物性物理学の実験的側面を、セミナー形式で勉強
する。磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質
科学、構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性
などの物性物理学の実験分野の発表について、発
表の要点をまとめることを通して、物性物理に関
する理解を深める。

社会人に限る
対面

0AJDE25 物性実験セミナーII 2 1.0 1 秋ABC 木6
物性実験担当教員
(前期)

物性物理学の実験的側面を、セミナー形式で勉強
する。大学院生による物性実験の研究発表を聞く
ことによって、半導体物性、磁性物性、表面物
性、光誘起物性、低温物性、構造物性などの物性
物理学の実験分野について、自分の研究とは異な
る分野の研究がどのような目的で、どのような手
法で行われているのかを理解する。

社会人に限る
対面

0AJDE26 物性実験セミナーIII 2 1.0 2 春ABC 木5
物性実験担当教員
(前期)

物性物理学の実験的側面を、セミナー形式で勉強
する。磁性物理学、低温物理学、エネルギー物質
科学、構造科学、ナノフォトニクス、光ナノ物性
などの物性物理学の実験分野の発表について、発
表の要点をまとめることを通して、物性物理に関
する理解を深める。

社会人に限る
対面

0AJDE27 物性実験セミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 木6
物性実験担当教員
(前期)

物性物理学の実験的側面を、セミナー形式で勉強
する。半導体物性、磁性物性、表面物性、光誘起
物性、低温物性、構造物性などの物性物理学の実
験分野の大学院生による研究発表を聞くことに
よって、自分のプレゼン能力を高める。また、発
表の要点を理解し、議論する能力を高める。

対面(オンライン併用
型)
社会人に限る

物性物理分野(放射光物質科学コース)-社会人対象科目-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDJ12 放射光物質科学特論I 3 1.0 2 春ABC 随時
西堀 英治,守友
浩,小林 航,丹羽
秀治

特別研究に沿った研究テーマで放射光を利用した
研究計画を策定する。大学院生が課題申請可能で
ある場合には、課題採択を目指す。申請内容のプ
レゼン、コース教員による申請書添削、等を含
む。

対面(オンライン併用
型)
要望があれば英語で授
業
社会人に限る
02BJ880と同一

専門科目(プラズマ物理分野)-社会人対象科目-

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AJDF11 プラズマセミナーI 2 1.0 1 春ABC 応談
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマ物理学について、セミナー形式で学ぶ。
テーマとしては、プラズマについての基礎過程
(気体論、荷電粒子の運動、プラズマ生成など)や
プラズマの挙動について、また核融合プラズマや
プラズマの閉じ込め、タンデムミラープラズマな
どを学ぶ。

社会人に限る
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJDF12 プラズマセミナーII 2 1.0 1 秋ABC 応談
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマセミナーIに引き続き、プラズマ物理学
について、セミナー形式で学ぶ。テーマとして
は、粒子の運動、流体としてのプラズマ、プラズ
マ中の波動、拡散や安定性、非線形効果、制御核
融合、プラズマ応用などを学ぶ。

社会人に限る
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJDF13 プラズマセミナーIII 2 1.0 2 春ABC 応談
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマセミナーIIに引き続き、プラズマ物理学
について、セミナー形式で学ぶ。テーマとして
は、プラズマ中の電子・イオン・中性粒子の密
度・温度や、プラズマの電位等の情報を調べる
種々のプラズマ計測手法(プローブ計測、マイク
ロ波計測、分光計測など)を学ぶ。また、プラズ
マ中に発生する不安定性(ドリフト型不安定性や
フルート型不安定性)や、プラズマの閉じ込め改
善について学ぶ。

社会人に限る
講義の実施形態につい
ては今後決定する。

0AJDF14 プラズマセミナーIV 2 1.0 2 秋ABC 応談
プラズマ担当教員
(前期)

プラズマセミナーIIIに引き続き、プラズマ物理
学について、セミナー形式で学ぶ。テーマとして
は、核融合を指向したプラズマにおける、周辺プ
ラズマやダイバータプラズマ、またプラズマと材
料との相互作用について学ぶ。関連する項目とし
て、水素リサイクリング、原子・分子過程、シー
スプラズマなどを学び、また低温プラズマ計測に
ついても学ぶ。

社会人に限る
講義の実施形態につい
ては今後決定する。


